
「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.8％の燃費向上、車両故障件数17.3％減少。
交通事故発生件数23.8％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成26年版より）環境改善にとどまらない効果。

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076

http://www.ecomo.or.jp
☎03-3221-7636

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催
する社内講習会等に当財団の担当者が出向き、グリー
ン経営について説明する取組です。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。
既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

https://www.green-m.jp/https://www.green-m.jp/グリーン経営専用ホームページグリーン経営専用ホームページ
「出前説明会」受付中！

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

で 検 索グリーン経営

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

1月27日（金）

1月18日（水）
九州運輸局 海技試験場
福岡県福岡市博多区博多駅東2-11-1
福岡合同庁舎新館７階

九州運輸局
九州運輸局
交通政策部環境・物流課
☎092-472-3154

中国運輸局
中国運輸局
交通政策部環境・物流課
☎082-228-3496

1月17日（火）

倉庫
港湾運送
旅客船
内航海運

トラック 中国運輸局 会議室
広島県広島市中区上八丁堀6-30
広島合同庁舎５階

13時30分～16時30分

中部運輸局
エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

2月10日（金）トラック
バス
タクシー

AP名古屋.名駅　Aルーム
愛知県名古屋市中村区名駅4-10-25
名駅IMAIビル8階

13時30分～16時30分

関東運輸局2月15日（水）
AP西新宿　会議室Ｎ・Ｏ
東京都新宿区西新宿7-2-4
新宿喜楓ビル６階

13時30分～16時30分

10時00分～12時00分

9時00分～12時00分
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1月15日号

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,453 97.7%

一　般 ― 97.9%
宅配便（千個） 328,404 109.9%

輸送統計
平成28年10月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通 中型 大型 計
12

（−5）
88

（−3）
132

（−32）
232

（−40）

交通事故死者数（人）
12月31日現在 1月15日現在

3,904
（−213）

143
（−53）

全国の死亡
事故件数

3,381
（−212）

平成28年11月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
ここまで来た天然ガストラック新時代【運送事業者にとっての天然ガストラック導入に
ついて】／トラック運送事業者のための経営のヒント 【進む荷主の物流共同化の狙い
は】…３面／食の新旧街道を行く【黒糖の道「風味の種子島産黒糖」】…７面

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

1/15〜2/14  4011
2/15〜3/14  9855

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
�＜新春特集②＞
��トラック運送業界における
従業員満足度アップを目指して
����㈱カシックス（京都府）

８ ・�女性の輝く現場から
�トラガールのお仕事。
��㈲ドリームコーポレーション（福岡県）

小中学校の給食輸送に携わる
高田未央さん㊨

７ ・静岡県トラック協会
「出世の街・井伊直虎ゆかりの
地�浜松」ラッピングトラック

６ ・�物流彼
あ ち こ ち

方此方
��㈲丸島運送店（香川県）

申
請
受
付
は
２
月
１
日
〜
24
日

１
台
当
た
り
30
ま
た
は
15
万
円
、
１
社
３
台
ま
で

　

と
こ
ろ
で
︑
平
成
26
年
12

月
１
日
に
﹁
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
輸
送
安
全
規
則
（
国

土
交
通
省
令
）﹂
が
改
正
・

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
︑

車
両
総
重
量
７
㌧
以
上
ま
た

は
最
大
積
載
量
４
㌧
以
上
の

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
運
行
記

録
計
（
タ
コ
グ
ラ
フ
）
の
装

着
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
る
︒

現
在
使
用
中
の
車
両
に
つ
い

て
も
︑
今
年
４
月
１
日
か
ら

装
着
義
務
付
け
が
適
用
と
な

る
た
め
︑
３
月
31
日
ま
で
に

運
行
記
録
計
（
ア
ナ
ロ
グ
式

運
行
記
録
計
ま
た
は
デ
ジ
タ

ル
式
運
行
記
録
計
）
を
装
着

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
未

装
着
の
車
両
を
保
有
す
る
事

業
者
に
は
︑
早
め
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
28
年
の
第
１
９
２

回
国
会
で
︑
道
路
運
送
法
及

び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

成
立
し
た
︒
こ
れ
に
よ
り
運

送
事
業
者
は
︑
事
業
用
自
動

車
の
運
転
者
が
疾
病
に
よ
り

安
全
な
運
転
が
で
き
な
い
お

そ
れ
が
あ
る
状
態
で
の
運
転

を
防
止
す
る
た
め
に
︑
必
要

な
医
学
的
知
見
に
基
づ
く
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
︒
同
改
正
は
１
月

16
日
に
施
行
さ
れ
る
︒

輸
送
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

お
り
︑
28
年
11
月
に
は
六
日

町
駅
（
南
魚
沼
市
）
と
う
ら

が
わ
ら
駅
（
上
越
市
）
と
の

間
で
実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
︒

　

な
お
︑
今
年
３
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
ほ
く
ほ
く
線
の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
︑
車
載

す
る
コ
ン
テ
ナ
の
積
み
下
ろ

し
に
必
要
な
時
間
を
考
慮
し

た
列
車
運
行
ダ
イ
ヤ
と
な
る

た
め
︑
そ
れ
を
受
け
て
４
月

か
ら
１
日
１
往
復
で
輸
送
を

始
め
る
計
画
だ
と
い
う
︒

　

少
子
高
齢
化
・
労
働
人
口

の
減
少
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
背
景

に
︑
輸
送
の
効
率
化
へ
の
動

き
が
加
速
し
て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
の
省
人
化
を
促
進

し
︑
生
産
性
向
上
を
図
る
た

め
︑平
成
28
年
11
月
か
ら﹁
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
﹂
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
る
︒
ダ
ブ

ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
で
は
︑
１

台
で
通
常
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク

２
台
分
の
輸
送
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
︒
現
在
行
わ
れ
て
い

る
実
験
で
は
︑
日
本
梱
包
運

輸
倉
庫
㈱
が
車
両
長
21
㍍

（
特
車
許
可
基
準
の
緩
和
前

の
最
大
値
）
の
車
両
を
使
用

し
︑
新
東
名
高
速
道
路
を
中

心
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
走

行
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
で

は
︑
従
来
よ
り
連
結
全
長
が

長
い
︑
新
規
格
の
バ
ン
型
セ

ミ
ト
レ
ー
ラ
（
連
結
全
長
17

・
５
㍍
）
と
バ
ン
型
フ
ル
ト

レ
ー
ラ（
同
21
㍍
）を
導
入
︒

東
名
阪
の
拠
点
間
に
お
け
る

多
頻
度
幹
線
輸
送
へ
の
投
入

を
検
討
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
車
両
長
に
つ
い
て

は
︑
民
間
か
ら
の
提
案
や
将

来
の
自
動
運
転
・
隊
列
走
行

も
見
据
え
︑
最
大
25
㍍
へ
の

緩
和
が
検
討
さ
れ
て
い
る
︒

そ
れ
に
従
い
︑
車
両
長
21
㍍

超
～
25
㍍
の
ダ
ブ
ル
連
結
ト

ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
︑
現
在
︑

民
間
事
業
者
で
開
発
に
向
け

た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
︒

◆
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
推
進

　

一
方
︑
省
力
化
に
関
し
て

は
︑
国
交
省
の
平
成
28
年
度

補
正
予
算
で
﹁
テ
ー
ル
ゲ
ー

ト
リ
フ
タ
ー
補
助
金
﹂
事
業

も
実
施
さ
れ
る（
詳
細
別
項
）︒

　

ま
た
︑
29
年
も
﹁
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境

・
労
働
時
間
改
善
協
議
会
﹂

に
対
応
し
︑
取
引
環
境
の
改

善
と
長
時
間
労
働
の
抑
制
に

向
け
て
︑
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

の
推
進
︑
適
正
運
賃
・
料
金

の
収
受
を
は
じ
め
諸
対
策
を

積
極
的
に
実
施
す
る
︒

　

平
成
29
年
が
幕
を
開
け
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を

取
り
巻
く
今
年
１
年
の
予
定
や
動
き
に
つ
い
て
︑﹁
業

界
に
か
か
わ
る
制
度
の
変
更
﹂﹁
輸
送
の
効
率
化
﹂﹁
よ

り
利
用
し
や
す
い
高
速
道
路
へ
﹂
と
い
う
３
つ
の
観
点

か
ら
ま
と
め
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
平
成
29
年
２
月
１
日
㈬

か
ら
２
月
24
日
㈮
ま
で
︑﹁
テ

ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
補
助

金
﹂の
申
請
を
受
け
付
け
る
︒

同
補
助
金
は
︑
国
土
交
通
省

の
平
成
28
年
度
第
２
次
補
正

予
算
に
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
の
生
産
性
向
上
促
進
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
︑

全
ト
協
が
執
行
団
体
と
な
る

も
の
︒
補
助
額
は
１
台
当
た

り
垂
直
式
・
ア
ー
ム
式
に
つ

い
て
は
15
万
円
︑
後
部
格
納

式
・
床
下
格
納
式
に
つ
い
て

は
30
万
円
（
図
）︒
な
お
︑

新
品
を
新
た
に
購
入
し
た
場

合
の
み
対
象
と
な
る
︒

　

当
該
装
置
搭
載
車
の
所
有

者
（
保
有
車
両
数
５
台
以
上

の
運
送
事
業
者
ま
た
は
リ
ー

ス
事
業
者
等
）
が
申
請
可
能

で
︑
１
運
送
事
業
者
当
た
り

の
補
助
台
数
は
３
台
ま
で
︒

　

ま
た
︑
機
器
の
導
入
対
象

期
間
は
︑
平
成
28
年
８
月
24

日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
で
︑
同
期
間
内
に
導
入

が
完
了
し
︑
か
つ
支
払
い
が

全
て
完
了
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
︒

　

な
お
︑
補
助
対
象
と
な
る

型
式
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

が
メ
ー
カ
ー
に
公
募
し
︑
審

査
を
行
っ
た
上
で
型
式
指
定

を
行
い
公
表
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
︑
１
月
13
日
現
在
で

９
社
１
４
２
型
式
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
﹇
Ｈ
Ｐ
﹈
に
掲
載
）︒

　

申
請
受
付
は
全
ト
協
へ
の

郵
送
の
ほ
か
︑
所
属
す
る
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
窓
口

で
も
受
け
付
け
る
予
定
︒

　

詳
細
は
︑
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
の
募
集
要
領
お
よ
び
Ｑ

＆
Ａ
を
参
照
さ
れ
た
い
︒

　

な
お
︑
予
算
額
は
約
３
・

６
億
円
で
︑
補
助
金
申
請
額

が
予
算
額
を
超
過
し
た
場

合
︑
補
助
金
が
交
付
さ
れ
な

い
場
合
も
あ
る
︒

　

今
年
３
月
12
日
に
﹁
準
中

型
免
許
﹂
が
新
設
さ
れ
る
︒

こ
れ
は
︑
若
年
者
が
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
従
事
し
や

す
い
よ
う
に
新
設
さ
れ
た
免

許
で
あ
り
︑
18
歳
で
基
礎
的

免
許
と
し
て
同
免
許
を
取
得

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

同
免
許
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
へ
の
若
年
者
の
就

業
間
口
が
大
き
く
広
が
る
こ

と
か
ら
︑
高
等
学
校
新
卒
者

を
は
じ
め
と
し
た
若
年
ド
ラ

イ
バ
ー
の
積
極
採
用
に
大
き

な
期
待
が
か
か
っ
て
い
る
︒

　

一
方
︑
国
土
交
通
省
で
は

同
免
許
の
創
設
に
伴
い
︑
運

転
者
教
育
の
強
化
を
図
る
た

め
︑﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
が
事
業
用
自
動
車
の
運

転
者
に
対
し
て
行
う
指
導
及

び
監
督
の
指
針
﹂
の
一
部
を

改
正
し
た
︒
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
は
︑
①
﹁
一
般
的
な
指
導

及
び
監
督
の
指
針
﹂
が
11
項

目
か
ら
12
項
目
へ
と
１
項
目

増
加
︑
②
﹁
初
任
運
転
者
に

対
す
る
特
別
な
指
導
の
内
容

及
び
時
間
﹂
で
同
内
容
を
座

学
と
実
際
の
ト
ラ
ッ
ク
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
︑
実
施
す

る
時
間
が
15
時
間
以
上
︑
ま

た
︑
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
さ
せ

指
導
す
る
時
間
が
20
時
間
以

上
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

も
︑
全
て
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
お
い
て
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
適
切
か
つ

円
滑
な
指
導
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
︑
新
た
な
指
導
・
監
督

指
針
に
準
拠
し
た
総
合
的
な

運
転
者
教
育
用
の
テ
キ
ス
ト

を
制
作
し
た
（
３
月
上
旬
に

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
か
ら
書
籍
版
販
売
予

定
）︒

事
業
中

大栄JCT

木更津JCT釜利谷JCT
木更津東IC

戸塚IC

藤沢IC

中央 環 状
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松尾横芝IC

成田
空港

道

道

常
つくばJCT

つくば
中央
IC

境古河IC
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環状道路かく外
京
東

東
北
道

関

越
関

中央道

圏
央

道

事業中
東

東
名

速
高

東

三郷南IC

H29年度高谷
JCT

第

京

京

湾

湾クアア

岸

東

東

東京湾

相模湾

横
横
道

京
三
浜

中央JCT

東名JCT

新東名

小田
原 木厚 道路

新湘南
バイパス

西湘

海老名JCT

栄IC・
JCT

海老名南JCT
茅ヶ崎JCT

大泉JCT

鶴ヶ島JCT

久喜白岡
JCT

八王子
JCT

路
道

ライン
山
道

注１：※区間の開通時期については土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合
注２：久喜白岡JCT～木更津東IC間は、暫定2車線
注３：開通区間以外のIC、JCTは仮称（但し、圏央道の坂東、常総、外環道の松戸、市川北、市川中央、市川南の各ICは決定）

バイ
パス

図 地
で
﹁
旅
客
と
貨
物
の
混
載

（
貨
客
混
載
）﹂
に
関
す
る

実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

　

27
年
か
ら
︑
路
線
バ
ス
を

活
用
し
た
貨
客
混
載
が
岩
手

県
で
始
ま
っ
た
（
ヤ
マ
ト
運

輸
㈱
︑岩
手
県
北
自
動
車
㈱
）

の
を
皮
切
り
に
︑
現
在
で
は

宮
崎
県
や
北
海
道
︑
熊
本
県

な
ど
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
︒

こ
れ
ら
は
︑
運
送
会
社
の
営

業
所
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か

ら
︑
届
け
先
に
近
い
バ
ス
停

と
の
間
の
輸
送
を
担
う
も
の

で
あ
る
︒
ま
た
鉄
道
に
つ
い

て
も
︑
佐
川
急
便
㈱
が
新
潟

県
内
に
路
線
を
も
つ
北
越
急

行
㈱
と
連
携
し
︑
北
越
急
行

ほ
く
ほ
く
線
の
旅
客
列
車
に

旅
客
と
宅
配
便
を
混
載
し
て

　

過
疎
地
で
は
交
通
空
白
地

域
の
発
生
や
拡
大
に
よ
り
︑

地
域
住
民
の
利
便
性
が
低
下

し
︑
地
域
公
共
交
通
の
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
︒
こ
う
し
た
地
域
に
お
い

て
も
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
︑
現
在
各

　

首
都
圏
で
は
︑圏
央
道（
首

都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）

の
境さ

か
い
こ
が

古
河
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
～
つ
く
ば
中
央
Ｉ

Ｃ
間
（
28
・
５
㌔
㍍
）
が
２

月
26
日
に
開
業
す
る
（
暫
定

２
車
線
）︒
こ
れ
に
よ
り
︑
東

名
高
速
・
中
央
道
・
関
越
道

・
東
北
道
・
常
磐
道
・
東
関

東
道
の
６
つ
の
放
射
道
路
が

圏
央
道
で
接
続
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
︑
都
心
部
の
渋
滞
緩

和
効
果
が
期
待
さ
れ
る（
図
）︒

　

一
方
︑
近
畿
圏
で
は
︑
６

月
よ
り
新
た
な
高
速
道
路
料

金
の
実
施
が
見
込
ま
れ
て
い

る
︒
昨
年
12
月
に
国
交
省
か

ら
具
体
方
針
案
︑
阪
神
高
速

道
路
㈱
等
か
ら
具
体
案
が
示

さ
れ
て
い
た
が
︑
新
た
な
高

速
料
金
の
具
体
方
針

に
つ
い
て
は
以
下
の

通
り
︒

　

①
料
金
体
系
の
整

理
・
統
一
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備

　

②
管
理
主
体
の
統

一
も
含
め
た
継
ぎ
目

の
な
い
料
金
の
実
現

　

今
後
︑
関
係
府

県
市
の
議
会
の
同
意

を
得
て
決
定
さ
れ
る

予
定
︒

「
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
補
助
金
」

ドライバー不足に対応 輸送効率化を一層推進
若
年
者
雇
用
拡
大
の
切
り
札 

「
準
中
型
免
許
」
新
設

▷▷▷▷ 平成 29 年 トラック運送業界 今年の動き ◁◁◁◁

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
省
人
化
が
期
待
さ
れ
る

「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
」

輸
送
の
効
率
化
①

交
通
空
白
地
域
で
の
輸
送
維
持
が

期
待
さ
れ
る
「
貨
客
混
載
」

輸
送
の
効
率
化
②

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
安
全
性
強
化
を
図
る
た
め

指
導
・
監
督
指
針
を
一
部
改
正

業
界
に
か
か
わ
る
制
度
の
変
更

首
都
圏
に
続
き
６
月
か
ら

近
畿
圏
で
も
「
新
た
な
高
速
料
金
」
実
施
へ

よ
り
利
用
し
や
す
い
高
速
道
路
へ

三重県鈴鹿市の営業所を出発し、群馬県太田市へ向かう実験車両（平成28年11月22日）



（2）第2077号（第3種郵便物認可）平成29年（2017年）1月15日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.1.1—1.15
新規許可

貨物自動車
運送事業者数

（平成28年10月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局

都道
府県

平成
28年
10月

前年
同期
比

北海道 39 -4 

東
北

青　森 13 6 
岩　手 9 -3 
宮　城 27 7 
秋　田 4 1 
山　形 4 -5 
福　島 28 9 

計 85 15 

関
東

茨　城 14 -5 
栃　木 14 6 
群　馬 14 4 
埼　玉 39 6 
千　葉 32 2 
東　京 45 -1 
神奈川 28 -6 
山　梨 5 2 

計 191 8 

北
陸
信
越

新　潟 6 -2 
長　野 7 -1 
富　山 8 4 
石　川 3 -4 

計 24 -3 

中
部

福　井 3 -5 
岐　阜 21 10 
静　岡 21 5 
愛　知 43 1 
三　重 13 -3 

計 101 8 

近
畿

滋　賀 10 3 
京　都 25 4 
大　阪 88 11 
兵　庫 42 13 
奈　良 7 0 
和歌山 7 -3 

計 179 28 

中
国

鳥　取 6 3 
島　根 4 1 
岡　山 13 -3 
広　島 19 4 
山　口 7 0 

計 49 5 

四
国

徳　島 7 3 
香　川 9 1 
愛　媛 5 0 
高　知 3 -7 

計 24 -3 

九
州

福　岡 31 -8 
佐　賀 3 -1 
長　崎 5 -3 
熊　本 8 -2 
大　分 7 0 
宮　崎 9 3 
鹿児島 10 -5 

計 73 -16 
沖　縄 14 2 

※ 3 -3 
合　計 782 37 

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～横断歩道編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  横断歩道での駐車は禁止されているが、停車は禁止されていない。　
（ ○・× ）

❷  横断歩道の手前の直前に停止車両があるとき、その側方を通過して前
方に出ようとするときは徐行しなければならない。（ ○・× ）

❸  横断歩道とその手前から30メートル以内は追越しだけでなく、追抜き
も禁止である。（ ○・× ）

❹  横断歩道を横断する歩行者等がいるかいないか明らかでないときは、
その手前で停止できる速度で進行する。（ ○・× ）

❺  横断歩道のない交差点で歩行者が横断しているときは、その通行を妨
げてはならない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　あなたは降雪中の高速道路を走行しています。前方にスリップ
事故を起こした車が停止しています。この場面にはどのような危
険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような運転をす
ればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 83回〕「高速道路の降雪時の走行」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

Ａ�

給
付
基
礎
日
額
の
算
定
も

含
め
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
労
災

保
険
で

　
最
近
、
働
く
人
の
収
入
を
増

や
す
た
め
、
正
社
員
の
副
業
を
企

業
が
認
め
る
こ
と
を
後
押
し
、
厚

生
労
働
省
の
モ
デ
ル
就
業
規
則
か

ら
も
「
副
業
・
兼
業
禁
止
規
定

を
な
く
す
」
と
い
う
政
府
の
方
針

が
示
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
。
仮
に
、

弊
社
の
社
員
が
ア
ル
バ
イ
ト
先
で

け
が
を
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、

労
働
災
害
保
険
は
ど
ち
ら
の
保

険
関
係
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
給
付
基
礎

日
額
の
算
定
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

 第129回 

社員が副業でけがをした
場合、どちらの労災保険
関係で補償されるのか

︻
解
説
︼
そ
も
そ
も
労
災
保
険
は
︑

労
働
者
の
業
務
上
の
災
害
に
対
す
る

使
用
者
の
無
過
失
賠
償
責
任
に
基
礎

を
置
く
も
の
で
あ
り
︑
保
険
給
付
が

行
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
︑
労
働
者
と

使
用
者
が
使
用
従
属
関
係
に
あ
る
こ

と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
の

た
め
︑
労
災
保
険
の
適
用
範
囲
に
つ

い
て
は
︑事
業
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
︑

﹁
そ
の
事
業
に
お
い
て
使
用
者
の
支

配
下
に
あ
っ
て
︑
業
務
上
の
災
害
を

こ
う
む
る
お
そ
れ
の
あ
る
労
働
者
す

べ
て
を
そ
の
雇
用
形
態
の
い
か
ん
に

か
か
わ
ら
ず
保
護
す
る
﹂
と
い
う
特

色
を
も
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
お
尋
ね
の
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
み
て
み
ま
す
と
︑
確
か
に
使
用

従
属
関
係
に
あ
る
自
社
の
社
員
で
は

あ
り
ま
す
が
︑
社
員
が
実
際
に
ア
ル

バ
イ
ト
先
に
行
っ
て
勤
務
し
て
い
る

間
は
︑
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
使
用
者
の

支
配
下
に
入
っ
た
も
の
と
み
な
す
べ

き
で
あ
り
︑
こ
の
間
に
発
生
し
た
業

務
上
の
災
害
に
つ
い
て
も
︑
当
然
ア

ル
バ
イ
ト
先
が
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
る
わ
け
で
す
︒
し
た
が
っ
て
︑
補

償
も
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
保
険
関
係
に

よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

次
に
︑
被
災
労
働
者
に
支
給
さ
れ

る
保
険
給
付
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

給
付
基
礎
日
額
に
つ
い
て
︑
労
災
保

険
は
︑
被
災
労
働
者
の
稼
得
能
力
の

損
失
に
対
し
て
補
償
を
行
う
わ
け
で

す
か
ら
︑
労
災
保
険
の
保
険
給
付
額

は
︑
そ
の
労
働
者
が
得
て
い
た
賃
金

の
額
を
基
準
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
︒
具
体
的
に
は
︑
稼
得
能

力
を
被
災
労
働
者
の
平
均
賃
金
に
よ

り
評
価
し
て
︑
そ
の
一
定
率
を
も
っ

て
保
険
給
付
額
と
し
て
い
る
の
で
す
︒

た
だ
し
︑
そ
の
場
合
︑
使
用
者
が
無

過
失
責
任
を
負
う
の
は
︑
あ
く
ま
で

も
労
働
者
が
そ
の
支
配
下
に
あ
る
︑

つ
ま
り
使
用
従
属
関
係
に
あ
る
と
い

う
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
の
で
︑

そ
の
使
用
者
に
関
係
の
あ
る
稼
得
能

力
︑
す
な
わ
ち
︑
そ
の
労
働
者
に
支

払
っ
て
い
る
賃
金
に
限
ら
れ
る
の
は

当
然
で
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
二
つ
以
上
の
事
業

場
で
働
き
賃
金
を
得
て
い
る
労
働
者

が
︑
業
務
上
の
災
害
を
被
っ
た
際
の

補
償
額
は
︑
災
害
が
起
こ
っ
た
事
業

場
︑
こ
の
場
合
は
ア
ル
バ
イ
ト
先
の

事
業
主
が
︑
被
災
労
働
者
に
支
払
っ

て
い
た
賃
金
の
み
を
基
礎
に
算
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
山
本
明
徹
部
会
長
）
は
１
月
10
日
︑
東
京
都
立
総

合
工
科
高
等
学
校
に
て
整
備

実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
寄
贈
式
を

行
っ
た
︒

　

全
国
の
自
動
車
教
育
課
程

を
有
す
る
高
校
で
︑
整
備
実

習
用
ト
ラ
ッ
ク
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
︑
青
年
部

会
で
は
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
︑
青
年
経
営
者
か

ら
の
募
金
を
原
資
に
︑
平
成

27
年
度
か
ら
自
動
車
教
育
課

程
を
有
す
る
高
校
に
対
し

て
︑
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク

の
寄
贈
を
行
っ
て
い
る
︒
今

年
度
に
つ
い
て
は
︑
28
年
10

月
20
日
の
正
副
部
会
長
会
議

に
お
い
て
︑
全
国
自
動
車
教

育
研
究
会
を
通
じ
て
寄
贈
希

望
の
あ
っ
た
東
京
都
立
総
合

工
科
高
校
（
東
京
都
）
と
希

望
が
丘
高
校
（
福
岡
県
）
の

２
校
に
寄
贈
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
︒

　

寄
贈
式
に
は
︑
山
本
部
会

長
の
ほ
か
︑
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
結
城
賢
進
青
年
部

本
部
長
と
岩
田
享
也
副
本
部

長
も
出
席
︒
山
本
部
会
長
が

機
械
・
自
動
車
科
の
生
徒
を

前
に
︑﹁
皆
さ
ん
に
は
︑
こ
の

ト
ラ
ッ
ク
を
普
段
の
授
業
で

役
立
て
て
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
い
た
だ
き
︑
楽
し
く
充

実
し
た
高
校
生
活
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

る
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒
同
校
の

平
田
誠
一
校
長
は
︑﹁
今
回

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
車
両

を
︑
授
業
の
中
で
有
効
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と

謝
辞
を
述
べ
た
︒

「
足
立
式
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
金
賞
を
受
賞

青
年
部
会

先
進
的
事
業
取
組
顕
彰

　

平
成
28
年
度
﹁
青
年
経
営

者
等
に
よ
る
先
進
的
な
事
業

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

浴
室
の
深
夜
営
業
を
休
止

茨
城
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

茨
城
Ｔ
Ｓ
は
︑
浴
室
の

深
夜
営
業（
22
時
～
５
時
）

を
一
時
休
止
し
て
い
る
︒

求
車
登
録
件
数
が
大
幅
に

増
加Ｗ

ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

成
約
運
賃
指
数
12
月
分

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
１
月
10
日
︑
平
成
28 

年
12
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

28
年
12
月
の
運
賃
指
数

は
︑
前
年
同
月
と
同
じ
く
１

２
１
（
対
前
月
比
６
ポ
イ
ン

ト
増
）
で
︑
12
月
と
し
て
は

２
番
目
に
高
く
︑
依
然
と
し

て
高
い
指
数
で
推
移
︒

　

ま
た
︑
12
月
末
現
在
の
求

車
登
録
件
数
は
14
万
３
５
０

件
で
︑
対
前
年
同
月
比
１
万

６
４
５
０
件
増
（
13
・
３
％

増
）︑
対
前
月
比
１
万
８
３
４

５
件
増
（
15
・
０
％
増
）
と

大
幅
に
伸
び
て
お
り
︑
加
入

者
数
の
増
加
に
併
せ
︑
引
き

続
き
求
車
需
要
が
高
い
状
況

が
続
い
て
い
る
︒

営
業
用
自
動
車
輸
送
量
、

２
年
連
続
プ
ラ
ス
見
込
む

日
通
総
研﹁
平
成
29
年
度

貨
物
輸
送
の
見
通
し
﹂

　

日
通
総
合
研
究
所
は
こ
の

ほ
ど
︑﹁
２
０
１
６
・
２
０
１

７
年
度
の
経
済
と
貨
物
輸
送

の
見
通
し
﹂
を
発
表
し
た
︒

　

概
要
は
次
の
通
り
︒

︻
経
済
動
向
︼

　

世
界
で
は
先
進
国
・
新
興

国
と
も
緩
や
か
に
回
復
し
︑

平
成
29
年
の
世
界
経
済
成
長

率
を
３
・
１
％
と
見
込
ん
で

い
る
︒
一
方
で
︑
我
が
国
で

は
デ
フ
レ
へ
の
懸
念
が
再
燃

す
る
こ
と
か
ら
︑
29
年
の
経

済
成
長
率
は
１
・
０
％
に
と

ど
ま
る
と
み
て
い
る
︒

︻
国
内
貨
物
輸
送
︼

　

28
年
度
上
期
の
国
内
貨
物

輸
送
は
︑
消
費
関
連
貨
物
︑

生
活
関
連
貨
物
︑
建
設
関
連

貨
物
の
い
ず
れ
も
小
幅
な
減

少
と
な
り
︑
総
輸
送
量
は
前

年
度
水
準
を
下
回
っ
た
と
み

ら
れ
る
︒
同
下
期
に
つ
い
て

は
︑
消
費
関
連
貨
物
が
い
く

ぶ
ん
持
ち
直
す
一
方
︑
設
備

投
資
や
鉱
工
業
生
産
が
伸
び

悩
む
中
で
︑
生
産
関
連
貨
物

は
１
％
台
の
マ
イ
ナ
ス
を
見

込
む
︒
建
設
関
連
貨
物
は
︑

住
宅
投
資
や
公
共
投
資
の
増

加
を
受
け
て
微
減
に
と
ど
ま

る
︒
総
輸
送
量
は
︑
年
度
全

体
で
０
・
５
％
の
減
少
に
な

る
と
み
ら
れ
る
︒

　

29
年
度
に
つ
い
て
は
︑
個

人
消
費
が
い
く
ぶ
ん
加
速
す

る
ほ
か
︑
天
候
要
因
に
よ
り

前
年
度
下
押
し
さ
れ
た
農
水

産
品
の
持
ち
直
し
も
あ
り
︑

消
費
関
連
貨
物
は
０
・
５
％

増
と
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
と
予

測
︒
生
活
関
連
貨
物
は
︑
一

般
機
械
︑
石
油
製
品
な
ど
に

減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
︑

自
動
車
︑
鉄
鋼
な
ど
は
小
幅

な
増
加
が
見
込
ま
れ
︑
全
体

で
０
・
３
％
減
︒
建
設
関
連

貨
物
は
︑
住
宅
投
資
が
前
年

度
に
お
け
る
大
幅
増
の
反
動

で
減
少
に
転
じ
る
こ
と
な
ど

も
あ
り
︑
１
％
台
半
ば
の
マ

イ
ナ
ス
が
避
け
ら
れ
な
い
と

見
込
む
︒
総
輸
送
量
は
０
・

６
％
減
と
マ
イ
ナ
ス
が
続
く

と
み
ら
れ
る
︒

︻
自
動
車
輸
送
︼

　

自
動
車
輸
送
で
は
︑
営
業

用
自
動
車
で
は
生
産
関
連
貨

物
の
増
加
に
よ
り
︑
28
年
度

は
０
・
４
％
増
と
プ
ラ
ス
に

転
じ
る
と
み
ら
れ
る
︒
ま
た
︑

29
年
度
は
消
費
関
連
貨
物
︑

生
産
関
連
貨
物
に
増
加
が
期

待
で
き
る
一
方
︑
建
設
関
連

貨
物
の
減
少
が
避
け
ら
れ
な

い
︒
営
業
用
自
動
車
全
体
で

は
０
・
０
％
増
と
︑
ほ
ぼ
横

ば
い
な
が
ら
２
年
連
続
の
プ

ラ
ス
が
見
込
ま
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
特
別
積
合
せ
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
量
に
つ
い
て
は
︑

28
年
度
２
・
１
％
増
と
比
較

的
好
調
に
推
移
し
た
後
︑
29

年
度
に
つ
い
て
も
︑
食
料
工

業
品
︑
日
用
品
︑
機
械
部
品

な
ど
の
堅
調
な
推
移
を
受
け

て
︑
１
・
３
％
の
増
加
に
な

る
と
予
測
し
て
い
る
︒

所
属
す
る
経
営
者
等
が
実
施

し
た
︑
先
進
的
で
創
意
工
夫

等
の
あ
る
取
り
組
み
に
よ
り
︑

他
の
も
の
の
模
範
と
な
り
得

る
よ
う
な
事
業
に
対
し
て
顕

彰
を
行
う
︒
顕
彰
対
象
と
な

る
の
は
︑
①
社
会
貢
献
事
業

②
収
益
性
向
上
事
業
③
安
全

対
策
事
業
④
環
境
対
策
事
業

⑤
そ
の
他
︱
︱
の
５
種
類
︒

　

顕
彰
受
賞
者
等
は
右
表
の

通
り
︒
最
高
賞
と
な
る
金
賞

に
は
︑（
一
社
）
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
足
立
支
部
青
年
部

に
よ
る
﹁
足
立
式
ド
ラ
イ
バ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
﹂が
選
ば
れ
た
︒

　

な
お
︑
顕
彰
授
与
式
は
︑

２
月
24
日
に
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
（
東
京
都
新
宿
区
）
で

開
催
さ
れ
る
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
青
年
部
会
全
国
大

会
に
て
行
わ
れ
る
︒

取
組
に
対
す
る
顕
彰
﹂
受
賞

者
が
︑こ
の
ほ
ど
決
定
し
た
︒

　

同
顕
彰
は
︑
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
青
年
組
織
に

（
１
月
15
日
〜
１
月
31
日
）

▽
１
月
19
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
３
回
総
務
委
員
会

▽
１
月
24
日

・
平
成
29
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

図  トラック輸送量の推移

平成26 27 28 29

寄贈式には同校の機械・自動車科の生徒も出席した（1月10日、東京都立総合工科高等学校）

山本部会長㊨からキーを受け取る平田校長㊧

　

本
紙
連
載
コ
ラ
ム
で
も

お
な
じ
み
の
物
流
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
森
田
富
士
夫

氏
の
最
新
刊
﹃
ト
ラ
ッ
ク

運
送
企
業
の
生
産
性
向
上

入
門
﹄（
白
桃
書
房
）︒

　

先
進
的
事
業
者
へ
の
取

材
に
基
づ
き
︑
積
載
率
・

実
車
率
・
回
転
率
の
﹁
３

率
﹂
向
上
の
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
多
数
紹
介
︒

生
産
性
向
上
と
高
付
加
価

値
経
営
実
現
の
重
要
性
を

説
く
一
冊
︒
２
１
６
０
円

（
税
込
み
）︒ 書

籍
紹
介

表  平成 28 年度青年経営者等による先進的な事業取組に対する顕彰受賞者
受賞
区分

申請
協会 受賞者名 事業の

種類 事業の概要

金
賞

東
京
都

（一社）東京都トラック協会
足立支部青年部 安全対策

【事業名称】足立式ドライバーコンテスト
【事業内容】ドライブレコーダ画像と G セ
ンサー解析ソフトによるドライバーコンテス
トを行うことで、ドライバーの安全運転教
育とともに、事業用ドライバーとしての誇
りと自信をもった真のプロドライバー育成
を行っている。

銀
賞

群
馬
県

（一社）群馬県トラック協会
青年部会 安全対策

【事業名称】危険箇所・休憩場所等情報
提供事業　「トラマップ群馬」

【事業内容】各社に蓄積された危険箇所
等の情報をインターネットで公開し、ドラ
イバーの危険に対する認識を向上させてい
る。また、ドライバーが休憩する際に利用
できる道の駅等のトラック車両の駐車スペ
ース情報を公開し、違法な連続運転の抑
止に繋げている。

銅
賞

石
川
県

（一社）石川県トラック協会
青年部会

社会貢献
その他※１

【事業名称】加賀飛脚再現事業
【事業内容】石川県の伝統文化である「加
賀飛脚」を学び、再現することにより、
運送事業の責任と誇りを再認識するととも
に、各種メディアを活用し、運送業界の
PR に努めた。併せて、石川県の伝統行
事に協賛することにより地域貢献を図って
いる。

銅
賞

宮
城
県

㈲山藤運輸

収益性向上
安全対策
環境対策
社会貢献
その他※２

【事業名称】『地域密着の運ぶ』を軸とし
たバイオマス関連事業

【事業内容】南三陸町が運営するバイオガ
ス施設に係るインプット（余剰汚泥運搬）、
アウトプット（液体肥料の運搬）、液体肥
料の撒布事業を行っている。さらにバイオ
ガス事業や地域の運送事業の内容を地元
幼稚園、小・中学校で環境・物流授業と
して実施している。

銅
賞

東
京
都

川崎陸送㈱ 収益性向上
環境対策

【事業名称】ドライバーの待ち時間を解消
するための「予約システム」の導入

【事業内容】ドライバーに同システムで到
着時間帯を予約してもらい、予約に従い、
倉庫側が受入準備をして手待ち時間の削
減、トラックの回転率向上を進めている。

※ 1：業界の地位向上、※ 2：雇用対策、子供たちへの環境教育と物流教育

東
京
都
立
総
合
工
科
高
校
に
対
し

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈

青
年
部
会
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N
ew

s 2016.12.21—
2017.1.15

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

ニ
ヤ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
グ

ル
ー
プ
で
は
︑
現
在
２
台
の
大
型

天
然
ガ
ス
（
Ｃ
Ｎ
Ｇ
）
自
動
車

を
所
有
し
て
い
ま
す
︒
１
台
は
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
車
か
ら
Ｃ
Ｎ

Ｇ
エ
ン
ジ
ン
へ
改
造
し
た
車
両

（
写
真
㊤
）︑
も
う
１
台
は
車
両

メ
ー
カ
ー
が
販
売
を
開
始
し
た

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
（
写
真
㊦
）
を
２
０
１

６
年
に
導
入
し
た
も
の
で
あ
り
︑

そ
れ
ぞ
れ
関
東
エ
リ
ア
と
関
西
エ

リ
ア
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ

ス
）
輸
送
用
と
し
て
稼
動
し
て
い

ま
す
︒

　

当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
︑
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
を
中
心
に
２
千
台
を
超

え
る
車
両
を
日
々
稼
働
さ
せ
て

お
り
︑
こ
れ
ら
の
車
両
の
ほ
と
ん

ど
は
総
重
量
20
㌧
超
の
大
型
車

で
す
︒
こ
れ
ま
で
大
型
車
に
つ
い

て
は
︑
車
両
メ
ー
カ
ー
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
Ｃ

Ｎ
Ｇ
車
の
モ
デ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
︑
今
回
の
大
型
Ｃ
Ｎ

Ｇ
車
の
市
場
導
入
に
よ
り
車
両

選
定
の
幅
も
広
が
り
ま
し
た
︒

　

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
特
性
と
し
て
は

環
境
性
の
ほ
か
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

多
様
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
︒
ま

ず
︑
環
境
性
に
つ
い
て
は
︑
実
際

に
乗
務
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

﹁
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
比
べ
︑
エ
ン

ジ
ン
音
が
静
か
で
振
動
も
少
な

い
﹂
や
﹁
排
出
ガ
ス
の
臭
い
が
な

く
︑
信
号
待
ち
の
際
な
ど
に
窓

を
開
け
た
乗
用
車
が
横
に
並
ん

だ
場
合
で
も
︑
排
出
ガ
ス
を
気

に
し
な
く
て
良
い
﹂
と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
︑
環
境
面
に
配
慮
し
た
車
両

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
︒
次
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
様
化

に
つ
い
て
は
︑
従
来
の
﹁
軽
油
の

み
﹂
か
ら
﹁
Ｃ
Ｎ
Ｇ
﹂
が
追
加

さ
れ
る
こ
と
で
燃
料
調
達
力
の
強

化
に
繋
が
り
︑
自
然
災
害
な
ど

の
緊
急
時
に
お
い
て
も
安
定
供
給

で
き
る
可
能
性
が
高
ま
り
︑
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

一
方
︑
今
後
の
大
型
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車

の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
︑
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
と
比
べ
割
高
な
車
両
価

格
差
の
解
消
︑
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体

制
の
構
築
︑
大
型
車
が
充
填
可

能
な
ス
タ
ン
ド
網
の
整
備
が
重
要

で
す
︒

　

車
両
価
格
差
に
つ
い
て
は
︑
当

社
が
導
入
し
た
２
台
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ

車
は
い
ず
れ
も
環
境
省
の
﹃
物
流

の
低
炭
素
化
促
進
事
業
﹄
に
よ

る
助
成
制
度
を
活
用
し
て
お
り
︑

今
後
の
普
及
促
進
に
は
こ
れ
ら
の

価
格
差
に
関
す
る
諸
課
題
の
解

消
が
必
要
と
考
え
ま
す
︒
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
体
制
に
つ
い
て
は
︑
物
流

事
業
者
に
と
っ
て
車
両
不
具
合
の

早
期
復
旧
は
非
常
に
大
切
な
要

素
で
あ
る
た
め
︑
今
回
メ
ー
カ
ー

車
と
し
て
大
型
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
が
市

場
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
︑
メ
ー
カ

ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
網
の
拡
充
︑

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
向
上
に
よ

り
︑
ユ
ー
ザ
ー
が
安
心
し
て
導
入

で
き
る
環
境
が
よ
り
一
層
整
う
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

日
本
国
内
に
２
８
２
か
所
（
※１
）

設
置
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ス
タ
ン

ド
に
つ
い
て
は
︑
大
型
車
の
入
構

を
踏
ま
え
︑
既
存
ス
タ
ン
ド
の
大

型
化
︑
ス
タ
ン
ド
の
新
設
等
︑
イ

ン
フ
ラ
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
︒

　

物
流
事
業
者
は
︑
改
正
省
エ

ネ
法
や
Ｎ
Ｏ
Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
︑
地
方

自
治
体
条
例
等
に
基
づ
き
低
公

害
車
導
入
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
︑
低
公
害
車
の
ニ
ー
ズ

は
潜
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ま

す
︒
当
社
グ
ル
ー
プ
も
物
流
の
一

翼
を
担
う
企
業
と
し
て
︑
低
公

害
車
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

※１
日
本
ガ
ス
協
会
﹃
天
然
ガ
ス
自
動
車
総
合

カ
タ
ロ
グ
２
０
１
６
﹄
７
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
︒

第34回 『運送事業者にとっての天然ガストラック導入について』
株式会社ニヤクコーポレーション オペレーション統括グループ 課長 三原 一峰

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

昨
年
暮
れ
に
︑
地
方
の
あ
る
経

営
者
を
訪
ね
た
︒
そ
の
事
業
者
は

倉
庫
を
主
体
と
し
て
事
業
を
展
開

し
て
い
る
が
︑
運
送
部
門
で
は
ド

ラ
イ
食
品
の
共
同
配
送
を
行
っ
て

い
る
︒
こ
の
事
業
者
が
最
近
︑
売

上
が
約
10
億
円
と
い
う
規
模
の
︑

地
元
の
運
送
会
社
を
買
収
し
た
︒

買
収
し
た
運
送
会
社
は
︑
冷
凍

冷
蔵
食
品
の
輸
配
送
を
専
門
に
行

っ
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑
買
収
の
目

的
や
今
後
の
事
業
展
開
な
ど
に
つ

い
て
話
を
聞
い
た
の
で
あ
る
︒

　

普
通
は
３
温
度
帯
の
食
品
を
包

括
的
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
す
る
︑

と
い
う
の
が
買
収
の
目
的
と
考
え

る
だ
ろ
う
︒
も
ち
ろ
ん
間
違
い
で

は
な
い
の
だ
が
︑
そ
れ
は
表
面
的

な
目
的
に
過
ぎ
な
い
︒
な
ぜ
３
温

度
帯
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
か
︑
と
い
う
点
に
こ
そ
本
当
の

戦
略
的
な
狙
い
が
あ
る
︒

　

こ
の
経
営
者
の
認
識

は
︑
第
１
に
は
︑
今
後

は
ま
す
ま
す
食
品
市
場

が
縮
小
す
る
こ
と
︒
同

社
の
地
元
で
も
︑
長
期

的
に
み
れ
ば
消
費
さ
れ

る
食
品
の
量
が
減
少
し

て
い
く
︒
第
２
は
︑
市

場
縮
小
に
対
応
す
る
た

め
に
食
品
メ
ー
カ
ー
な

ど
荷
主
側
が
︑
物
流
の
共
同
化

を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
︒

つ
ま
り
︑
消
費
量
の
減
少
以
上

に
物
流
需
要
が
縮
小
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う

な
物
流
市
場
の
変
化
を
前
提
に

し
た
企
業
戦
略
の
一
環
と
し
て
︑

３
温
度
帯
の
食

品
を
一
括
し
て

取
り
扱
え
る
よ

う
な
態
勢
を
整

え
る
た
め
に
︑

企
業
を
買
収
し

た
の
で
あ
る
︒

　

報
道
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
︑

大
手
食
品
メ
ー

カ
ー
数
社
で
は

物
流
の
共
同
化

を
進
め
つ
つ
あ

る
︒
物
流
子
会

社
の
統
合
な
ど

も
視
野
に
入
れ

た
︑
抜
本
的
な

物
流
再
構
築
の

動
き
だ
︒
こ
の
事
業
者
は
︑
荷

主
業
界
の
こ
の
よ
う
な
動
き
に

対
応
し
︑
共
同
物
流
な
ど
新

た
な
物
流
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
業

務
を
受
託
で
き
る
よ
う
に
︑
事

業
者
側
と
し
て
の
体
制
を
整
え

て
お
く
の
だ
と
い
う
︒
そ
こ
に

今
後
の
勝
ち
残
り
戦
略
を
描
い
て

い
る
︒

　

食
品
に
限
ら
ず
︑
今
後
は
あ
ら

ゆ
る
業
種
の
荷
主
が
物
流
の
共
同

化
や
効
率
化
を
進
め
て
く
る
だ
ろ

う
︒
こ
の
よ
う
な
中
で
︑
こ
の
経

営
者
と
認
識
が
一
致
し
た
の
は
︑

﹁
荷
主
の
物
流
共
同
化
は
︑
決
し

て
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応
が

目
的
で
は
な
い
﹂
と
い
う
点
だ
︒

販
売
面
で
は
競
合
す
る
荷
主
同
士

が
物
流
の
共
同
化
を
進
め
て
い
る

真
の
目
的
は
︑
国
内
市
場
縮
小
へ

の
対
応
で
あ
る
︒
市
場
の
縮
小
が

進
め
ば
︑
現
在
の
物
流
シ
ス
テ
ム

の
ま
ま
で
は
コ
ス
ト
が
漸
増
し
て

い
く
︒
そ
の
た
め
に
抜
本
的
な
物

流
再
構
築
を
進
め
て
い
る
の
で
あ

る
︒
た
だ
︑
結
果
的
に
は
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
へ
の
対
応
に
な
っ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
︒

　

な
ぜ
︑
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
書

く
の
か
と
い
う
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
へ
の
対
応
と
し
て
荷
主
の
物

流
共
同
化
が
な
さ
れ
る
と
い
う
認

識
で
は
︑
今
後
の
国
内
貨
物
輸
送

の
需
要
の
変
化
を
量
的
に
し
か
と

ら
え
ら
れ
な
い
か
ら
だ
︒
勝
ち
残

る
た
め
の
戦
略
を
描
く
に
は
︑
質

的
な
面
も
含
め
て
今
後
の
物
流
ニ

ー
ズ
の
変
化
を
と
ら
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

第
178
回

進む荷主の物流共同化の狙いは

費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
15

万
円
）
を
補
助
し
︑
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
導
入
に
は
費
用

の
３
分
の
１
（
上
限
＝
車
載

器
２
万
円
︑
事
務
所
用
機
器

３
万
円
）
を
補
助
す
る
︒

　

ま
た
︑
過
労
運
転
防
止
の

た
め
の
先
進
的
な
取
り
組
み

に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
︑
社

内
安
全
教
育
の
実
施
に
対
す

る
支
援
も
行
う
︒

﹁
65
歳
超
雇
用
推
進

助
成
金
﹂
を
創
設

高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構

　
（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構
は
︑
65

歳
以
上
へ
の
定
年
引
上
げ
等

を
行
う
企
業
に
対
し
て
助
成

を
行
う
︑﹁
65
歳
超
雇
用
推

進
助
成
金
﹂
制
度
を
立
ち
上

げ
た
︒

　

こ
れ
は
︑﹁
ニ
ッ
ポ
ン
一
億

総
活
躍
プ
ラ
ン
﹂（
平
成
28

年
６
月
２
日
閣
議
決
定
）
に

　

Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
︑
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

導
入
を
支
援
す
る
次
世
代
環

境
対
応
車
の
普
及
促
進
事
業

は
︑
17
％
減
の
６
億
４
４
０

０
万
円
と
さ
れ
た
︒

　

自
動
車
分
野
の
生
産
性
向

上
に
は
︑
９
％
増
の
９
９
０

０
万
円
が
認
め
ら
れ
︑
こ
の

う
ち
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
関
係
で

は
︑
長
時
間
労
働
の
抑
制
及

お
い
て
︑
65
歳
以
降
の
継
続

雇
用
延
長
や
65
歳
ま
で
の
定

年
延
長
を
行
う
企
業
等
に
対

す
る
支
援
の
実
施
が
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
を
受
け
て
創
設

さ
れ
た
も
の
︒
65
歳
以
降
も

希
望
者
全
員
が
安
心
し
て
働

け
る
雇
用
基
盤
を
整
備
す
る

と
と
も
に
︑﹁
生
涯
現
役
社

会
﹂の
構
築
も
図
っ
て
い
く
︒

　

助
成
金
制
度
の
概
要
は
左

表
の
通
り
︒

　

な
お
︑
申
請
に
関
す
る
詳

細
に
つ
い
て
は
同
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

び
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
に
４
３
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

各
都
道
府
県
で
発
荷
主
・
着

荷
主
ら
と
連
携
し
て
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
を
実
施
す
る
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ
ク
隊

列
走
行
を
含
む
自
動
走
行
シ

ス
テ
ム
の
社
会
実
装
に
向
け

た
研
究
開
発
・
実
証
事
業
に

は
︑
経
済
産
業
省
エ
ネ
ル
ギ

 

グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
ラ
ッ
ピ

ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
が
登
場

磯
村
運
輸
が
協
力

エ
コ
モ
財
団

　

こ
の
ほ
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
車

両
の
側
面
に
﹁
グ
リ
ー
ン
経

営
認
証
﹂
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

記
載
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ

ッ
ク
２
台
が
登
場
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
グ
リ
ー
ン
経
営

認
証
機
関
と
な
っ
て
い
る（
公

財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ

ビ
リ
テ
ィ
財
団
（
岩
村
敬
会

長
）
が
︑
初
度
登
録
日
か
ら

10
年
継
続
し
て
認
証
登
録
さ

れ
た
永
年
登
録
事
業
所
表
彰

を
受
け
た
磯
村
運
輸
㈲
（
東

京
都
葛
飾
区
︑
奥
井
亮
祐
代

表
取
締
役
）の
協
力
を
得
て
︑

同
社
の
２
㌧
ト
ラ
ッ
ク
２
台

に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
（
縦
２
㍍
×

横
１
㍍
80
㌢
）
し
た
も
の
︒

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
と
も
に
︑﹁
環

境
に
や
さ
し
い
活
動
を
し
て

い
ま
す
﹂と
大
き
く
表
記
し
︑

環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
者
で
あ
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
︒
な
お
︑
同

車
両
は
主
に
都
内
一
般
道
を

走
行
す
る
予
定
︒

　

奥
井
社
長
は
﹁
ラ
ッ
ピ
ン

グ
ト
ラ
ッ
ク
は
︑
一
般
の
方

々
に
向
け
た
情
報
発
信
ツ
ー

ル
と
し
て
効
果
が
期
待
さ
れ

る
︒
物
流
に
か
か
わ
る
事
業

者
が
環
境
保
全
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
を
︑
広
く
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
﹂
と
コ
メ
ン

ト
を
寄
せ
た
︒

ド
ラ
レ
コ
補
助
等
に
11
億
円

国
交
省
自
動
車
局
予
算

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局
関

係
の
予
算
案
決
定
概
要
に
よ

る
と
︑
運
送
事
業
者
に
対
し

先
進
安
全
自
動
車（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）

の
導
入
や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
な
ど
運
行
管
理
高
度
化
機

器
の
普
及
を
支
援
す
る
安
全

総
合
対
策
事
業
に
︑
前
年
度

予
算
比
14
％
増
の
11
億
４
０

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
︒

　

Ａ
Ｓ
Ｖ
支
援
で
は
︑
衝
突

被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
に
導
入

表  65 歳超雇用推進助成金制度の概要
　平成28年10月19日以降に労働協約または就業規則に以下の制度を規定し、制度を実施した場合に助成（1
事業主につき 1 回限り）

導入する制度 助成額

① 65 歳への定年の引上げ 100 万円

② 66 歳以上への定年引上げまたは定年の定めの廃止 120 万円

③ 希望者全員を 66 〜 69 歳まで継続雇用する制度の導入 60 万円

④ 希望者全員を 70 歳以上まで継続雇用する制度の導入 80 万円

※ ①〜④の複数の制度を導入した場合は最も高い額のみの支給となる。

エ
ネ
特
補
助
金
80
億
円

平
成
29
年
度
予
算
案
決
定

　

政
府
は
平
成
28
年
12
月
22

日
︑
平
成
29
年
度
予
算
案
を

閣
議
決
定
し
た
︒
こ
の
う
ち

国
土
交
通
省
関
係
の
予
算

で
︑
経
済
産
業
省
︑
環
境
省

が
所
管
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
特
別
会
計
予
算
を
活
用
し

た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
向

け
の
補
助
金
約
80
億
円
が
計

上
さ
れ
た
︒

　

環
境
省
と
の
連
携
で
は
︑

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ

ッ
ク
普
及
加
速
化
事
業
に
29

億
６
５
０
０
万
円
︑
先
進
環

境
対
応
ト
ラ
ッ
ク
等
導
入
加

速
事
業
に
10
億
円
が
認
め
ら

れ
た
︒

　
﹁
低
炭
素
型
﹂
事
業
は
︑

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
対
し
︑
燃
費
性
能
の
高
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
導
入

を
支
援
す
る
も
の
で
︑
小
型

車
は
燃
費
基
準
を
10
％
以
上

超
過
達
成
し
た
も
の
︑
中
型

車
と
大
型
車
は
同
５
％
以
上

超
過
達
成
し
た
も
の
が
支
援

対
象
と
な
る
︒
29
年
度
は
︑

経
年
車
の
廃
車
が
な
く
て
も

補
助
の
対
象
と
し
︑
廃
車
な

し
の
場
合
は
標
準
的
燃
費
水

準
の
車
両
と
の
差
額
の
３
分

の
１
︑
廃
車
あ
り
の
場
合
は

差
額
の
２
分
の
１
を
補
助
す

る
︒

　
﹁
先
進
環
境
対
応
﹂
事
業

は
︑
大
型
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク

の
導
入
等
を
支
援
す
る
も
の

で
︑
大
型
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク

の
場
合
は
︑
標
準
的
燃
費
水

準
車
両
と
の
差
額
の
２
分
の

１
を
補
助
す
る
︒

　

一
方
︑
経
産
省
と
の
連
携

で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お

け
る
省
エ
ネ
化
推
進
事
業
に

40
億
円
が
計
上
さ
れ
た
︒
荷

主
と
連
携
し
て
車
両
動
態
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し

て
必
要
な
経
費
を
補
助
し
︑

省
エ
ネ
効
果
な
ど
を
実
証
す

る
︒

　

ク
ラ
ウ
ド
型
の
シ
ス
テ
ム

導
入
に
は
︑
費
用
の
２
分
の

１
を
補
助
し
︑
メ
モ
リ
ー
カ

ー
ド
型（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
）

に
対
し
て
は
費
用
の
３
分
の

１
を
補
助
す
る
︒

物
流
事
業
者
に
対
し
書
面

調
査
協
力
を
依
頼

荷
主
と
の
取
引
に
関
す
る

実
態
調
査

　

公
正
取
引
委
員
会
は
︑
物

流
事
業
者
に
対
し
荷
主
と
の

取
引
に
関
す
る
実
態
調
査
を

実
施
し
て
お
り
︑
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
る
︒

　

荷
主
と
物
流
事
業
者
と
の

取
引
に
お
け
る
優
越
的
地
位

の
濫
用
を
効
果
的
に
抑
制
す

る
観
点
か
ら
︑
公
取
委
で
は

独
占
禁
止
法
に
基
づ
き
︑﹁
特

定
荷
主
が
物
品
の
運
送
又
は

保
管
を
委
託
す
る
場
合
の
特

定
の
不
公
正
な
取
引
方
法
﹂

を
定
め
て
お
り
︑
荷
主
か
ら

提
出
さ
れ
た
物
流
事
業
者
名

簿
を
基
に
︑
物
流
事
業
者
に

対
し
書
面
調
査
を
実
施
し
て

い
る
︒

　

公
取
委
で
は
︑
調
査
票
が

届
い
た
物
流
事
業
者
に
対

し
︑
１
月
30
日
㈪
の
提
出
期

限
で
の
回
答
を
求
め
て
い
る
︒

同
調
査
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
︑
公
取
委
書
面
調
査
事

務
局
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０
・
０
２
７
・
１
１

１
︑平
日
９
時
～
18
時
）ま
で
︒

ー
対
策
特
別
会
計
に
計
26
億

円
が
盛
り
込
ま
れ
た
︒

健
康
起
因
事
故
協
議
会
開
催

疾
病
運
転
防
止
義
務
が
成
立

　

国
土
交
通
省
は
平
成
28
年

12
月
22
日
︑
28
年
度
﹁
第
１

回
事
業
用
自
動
車
健
康
起
因

事
故
対
策
協
議
会
﹂
を
開
い

た
︒

　

議
員
立
法
に
よ
り
国
会
に

提
出
さ
れ
︑
12
月
９
日
に
成

立
し
た
改
正
道
路
運
送
法
及

び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

で
︑
自
動
車
運
送
事
業
者
に

対
し
運
転
者
の
疾
病
運
転
防

止
措
置
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た

ほ
か
︑
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
に
関
す
る
運
送
事
業
者
へ

の
実
態
調
査
に
つ
い
て
︑
情

報
共
有
が
図
ら
れ
た
︒

　

実
態
調
査
は
︑
バ
ス
︑
タ

ク
シ
ー
︑
ト
ラ
ッ
ク
計
９
０

０
事
業
者
を
対
象
に
実
施
さ

れ
︑
定
期
健
康
診
断
受
診
後

の
精
密
検
査
や
治
療
の
指
導

状
況
の
ほ
か
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
）
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
︑
脳
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査
︑
心
電
図
検
査
に
つ

い
て
︑
受
診
や
精
密
検
査
の

有
無
︑
有
所
見
者
の
取
り
扱

い
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
て
い

る
︒

　

調
査
結
果
は
︑
今
年
３
月

に
開
か
れ
る
28
年
度
第
２
回

協
議
会
で
報
告
さ
れ
る
予
定
︒

　

27
年
12
月
か
ら
28
年
１
月

に
か
け
て
行
わ
れ
た
調
査
の

結
果
に
よ
る
と
︑
定
期
健
康

診
断
は
各
モ
ー
ド
と
も
95
％

以
上
の
事
業
者
で
適
切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
︒

　

国
交
省
が
推
奨
す
る
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て

は
︑
特
に
実
施
率
が
バ
ス
で

７
割
︑
ト
ラ
ッ
ク
で
４
割
な

ど
Ｓ
Ａ
Ｓ
検
査
が
最
も
普
及

し
て
い
る
が
︑
脳
疾
患
︑
心

疾
患
に
関
す
る
検
査
は
実
施

率
が
１
割
未
満
と
低
く
︑
費

用
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
実

施
が
進
ま
な
い
大
き
な
要
因

と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
調
査
実
施
中
の
海

外
で
の
事
業
用
自
動
車
運
転

者
に
関
す
る
健
康
管
理
制
度

に
つ
い
て
の
調
査
に
よ
る
と
︑

運
転
免
許
の
更
新
時
等
に
健

康
診
断
を
義
務
付
け
て
い
る

が
︑
脳
・
心
臓
疾
患
や
睡
眠

障
害
等
に
係
る
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
を
義
務
付
け
て
い

る
例
は
な
い
︒
イ
ギ
リ
ス
な

ど
で
は
免
許
の
欠
格
要
件
に

則
し
て
︑
医
師
が
検
査
の
要

否
を
判
断
し
て
い
る
と
い
う
︒

Ｉ
Ｔ
投
資
の

３
分
の
２
を
補
助

サ
ー
ビ
ス
等
生
産
性
向
上

Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業

　

経
済
産
業
省
の
平
成
28
年

度
補
正
予
算
で
︑﹁
サ
ー
ビ

ス
等
生
産
性
向
上
Ｉ
Ｔ
導
入

支
援
事
業
﹂が
導
入
さ
れ
る
︒

こ
の
事
業
は
︑
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
等
が
生
産
性

や
経
営
力
を
高
め
る
た
め

に
︑
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
（
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
︑
サ
ー
ビ
ス
等
）
を

導
入
す
る
場
合
︑
そ
の
費
用

の
３
分
の
２
以
内
︑
上
限
１

０
０
万
円
︑
下
限
20
万
円
が

補
助
さ
れ
る
も
の
︒こ
の
際
︑

補
助
対
象
と
な
る
中
小
事
業

者
等
の
申
請
を
と
り
ま
と

め
︑
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を

抜
本
的
に
効
率
化
す
る
た

め
︑
単
体
機
能
で
の
Ｉ
Ｔ
ツ

ー
ル
の
導
入
支
援
で
は
な

く
︑
複
数
の
機
能
を
パ
ッ
ケ

ー
ジ
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
支
援
を
行
う
こ
と
で
︑
生

産
性
の
向
上
効
果
を
最
大
限

引
き
出
す
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
︒

　

補
助
対
象
と
な
る
の
は
︑

Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
が
︑

あ
ら
か
じ
め
経
産
省
の
承
認

を
受
け
︑
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
補
助
対
象

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
公
開
さ
れ

る
も
の
︒

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
︑
平
成
28
年
12
月
中
旬
か

ら
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
と

Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
登
録
募
集
が

１
月
17
日
ま
で
行
わ
れ
て
お

り
︑
29
年
１
月
27
日
に
は
Ｉ

Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
︑
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
の
採
択
・
公
表
が
行

わ
れ
る
と
同
時
に
︑
補
助
金

交
付
申
請
が
ス
タ
ー
ト
す
る

予
定
︒

　

な
お
︑
交
付
決
定
前
に
行

わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
︑

補
助
対
象
外
と
な
る
の
で
注

意
が
必
要
︒

　

問
い
合
わ
せ
は
︑﹁
サ
ー
ビ

ス
等
生
産
性
向
上
Ｉ
Ｔ
導
入

支
援
事
業
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
﹂

（
☎
０
５
７
０
・
０
１
３
・
３

３
０
︻
受
付
時
間 

９
時
30
分

～
17
時
30
分
（
土
・
日
曜
・

祝
日
除
く
）︼）

農
産
品
物
流
で
連
絡
会
議

農
水
省
な
ど
３
省
が
連
携

　

農
林
水
産
省
は
平
成
28
年

12
月
21
日
︑﹁
農
産
品
物
流

対
策
関
係
省
庁
連
絡
会
議
﹂

を
設
置
し
︑
初
会
合
を
開
い

た
︒

　

農
業
改
革
の
一
環
と
し
て
︑

農
産
品
物
流
の
課
題
や
実
現

す
べ
き
姿
の
認
識
を
共
有
す

る
と
と
も
に
︑
関
係
者
が
取

り
組
む
べ
き
方
策
等
を
総
合

的
に
検
討
し
︑
各
省
が
連
携

し
て
対
策
を
実
行
す
る
︒

　

具
体
的
に
は
︑
パ
レ
ッ
ト

化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
共

同
配
送
等
の
効
率
化
に
よ

り
︑
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
等

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
︒

　

ま
た
︑
他
業
種
と
の
物
流

の
共
同
利
用
︑
ト
ラ
ッ
ク
か

ら
鉄
道
︑
船
舶
輸
送
へ
の
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
︑
多
頻
度
小

ロ
ッ
ト
配
送
や
短
い
リ
ー
ド

タ
イ
ム
で
の
納
品
等
の
商
慣

行
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
︑

経
済
産
業
︑
国
土
交
通
両
省

と
連
携
し
て
検
討
を
進
め
︑

３
月
を
め
ど
に
中
間
取
り
ま

と
め
を
行
う
︒

経 産 省

公 取 委

「グリーン経営認証」ロゴマークが側面に大きく描かれている
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て
も
ら
え
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑﹁
人
を
育
て
る
こ
と

の
で
き
る
会
社
に
な
る
﹂
と

の
思
い
か
ら
︑
新
人
教
育
に

つ
い
て
も
改
善
を
図
っ
て
い

る
︒

　

こ
れ
ま
で
は
︑﹁
仕
事
は

先
輩
の
背
中
を
見
て
覚
え

ろ
﹂
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
︑

先
輩
社
員
が
新
入
社
員
を
突

き
放
す
こ
と
も
多
々
あ
っ
た

と
い
う
︒
新
入
社
員
に
対
し

て
指
示
を
す
る
際
に
も
︑
い

つ
も
使
っ
て
い
る
専
門
用
語

を
使
う
こ
と
が
多
い
︒
し
か

し
︑
こ
う
し
た
教
育
姿
勢
で

は
新
入
社
員
は
戸
惑
う
ば
か

り
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
新
入
社
員
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
他
の
社

員
全
員
に
対
し
て
も
︑
戦
力

と
し
て
長
く
働
い
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
か
ら
︑
福
利

厚
生
制
度
の
見
直
し
に
も
着

手
し
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
同
社
で
は
﹁
週
休

２
日
・
３
日
﹂
制
度
を
導
入

し
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
社
員

の
多
彩
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
対
応
す
る
た
め
の
取
り
組

み
で
あ
る
︒
１
か
月
の
中
で

あ
る
週
を
週
休
２
日
・
３
日

に
す
る
こ
と
で
︑
社
員
は
家

族
と
の
時
間
を
十
分
取
れ
る

よ
う
に
な
り
︑
家
族
と
の
絆

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る

ほ
か
︑
社
員
が
旅
行
な
ど
に

出
か
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
も
期
待
で

き
る
︒
一
方
で
︑
し
っ
か
り

稼
ぎ
た
い
時
に
は
週
休
１
日

で
仕
事
を
頑
張
る
よ
う
に
す

る
︒
社
員
全
体
の
勤
務
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
︑
仕
事
が

滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
範

囲
で
︑
休
日
を
多
く
し
た
り

少
な
く
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
︒

　

社
員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
て
︑
休
暇
日
数
に
幅

を
も
た
せ
る
こ
と
の
で
き
る

同
制
度
は
︑
働
く
社
員
に
と

っ
て
満
足
度
の
向
上
に
繋
が

っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
︒
た

だ
し
︑
年
末
の
12
月
や
年
度

　

そ
こ
で
︑
新
入
社
員
に
対

し
て
よ
り
心
を
配
り
︑
き
め

細
や
か
な
指
導
を
行
う
よ
う

に
し
た
︒
例
え
ば
︑
指
示
を

す
る
際
に
は
︑
新
入
社
員
に

は
理
解
で
き
な
い
専
門
用
語

を
い
き
な
り
使
う
の
で
は
な

く
︑
誰
に
で
も
分
か
る
言
葉

で
指
示
を
出
す
︒
ま
た
︑
新

入
社
員
が
質
問
し
た
際
に

は
︑
聞
か
れ
た
先
輩
社
員
か

ら
バ
ラ
バ
ラ
な
答
え
が
返
っ

て
く
る
の
で
は
な
く
︑
ど
の

先
輩
社
員
に
聞
い
て
も
同
じ

答
え
が
返
っ
て
く
る
︒
こ
う

し
た
配
慮
を
行
う
こ
と
で
︑

新
入
社
員
が
よ
り
会
社
に
溶

け
込
み
や
す
い
風
土
を
生
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
︒

末
の
３
月
︑
ま
た
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
前
は
繁
忙
期
に

入
る
た
め
︑
こ
う
し
た
時
期

を
除
い
て
の
運
用
と
な
っ
て
い

る
︒

　

ま
た
︑
今
年
４
月
を
め
ど

に
︑
人
事
・
給
与
制
度
の
刷

新
を
計
画
し
て
い
る
︒
成
果

主
義
的
な
要
素
も
取
り
入
れ

な
が
ら
︑
頑
張
っ
て
働
い
て

い
る
社
員
に
報
い
る
よ
う
な

形
へ
と
変
更
し
て
い
く
と
し

て
い
る
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
の
求
人

に
際
し
て
は
︑﹁
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

社
員
の
定
着
率
を
高
め
る

た
め
に
は
︑
職
場
の
雰
囲
気

を
明
る
く
し
︑
社
員
同
士
や

社
員
と
管
理
者
層
・
経
営
者

層
が
話
し
合
え
る
よ
う
な
環

ク
﹂
や
﹁
社
員
の
紹
介
﹂
に

よ
る
応
募
も
あ
る
も
の
の
︑

﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
同
社

サ
イ
ト
﹂
を
通
じ
て
の
応
募

が
全
体
の
７
割
程
度
を
占
め

て
い
る
と
い
う
︒同
社
で
は
︑

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
閲
覧
す

る
こ
と
の
で
き
る
採
用
サ
イ

ト
を
立
ち
上
げ
て
お
り
︑
サ

イ
ト
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を

見
て
︑
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
り
︑
同
社

に
電
話
を
か
け
て
く
る
応
募

者
が
多
い
と
い
う
︒
し
か
し

な
が
ら
︑﹁
電
話
で
申
し
込

ん
だ
り
︑
直
接
会
社
に
き
て

く
れ
る
よ
う
な
方
は
︑
入
社

し
て
か
ら
も
長
く
勤
務
し
て

も
ら
え
ま
す
︒
一
方
で
︑
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
申
し

込
ん
で
こ
ら
れ
る
方
は
︑
応

募
が
簡
単
に
で
き
る
反
面
︑

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
見
切

り
を
つ
け
て
し
ま
い
︑
退
職

す
る
の
も
早
い
と
い
う
面
が

見
ら
れ
ま
す
﹂（
同
）
︱
︱

と
い
う
こ
と
だ
︒

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
︑
人

事
・
給
与
制
度
の
刷
新
を
き

っ
か
け
に
︑﹁
社
員
に
対
し
て
︑

日
頃
か
ら
ど
う
仕
事
に
打
ち

込
ん
で
い
け
ば
待
遇
や
給
料

が
上
が
っ
て
い
く
の
か
﹂
と
い

う
こ
と
を
明
確
に
示
し
︑
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
繋
げ
る
こ
と
で
︑
早
期
離

職
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て
い

る
︒

境
整
備
が
欠
か
せ
な
い
︒

　

忙
し
く
日
々
の
仕
事
に
追

わ
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
仕

事
を
終
え
て
営
業
所
に
戻
る

頃
に
は
と
て
も
疲
れ
た
状
態

に
な
っ
て
い
る
︒
毎
日
疲
れ

た
状
態
が
続
く
と
︑
物
事
に

対
す
る
視
野
が
狭
ま
っ
て
し

ま
う
︒
そ
う
な
っ
た
状
態
で

は
︑
荷
主
へ
の
良
質
な
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
お
ぼ
つ

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒

　

社
員
に
広
い
視
野
で
物
事

を
捉
え
て
も
ら
い
︑
輸
送
サ

ー
ビ
ス
の
拡
充
に
繋
げ
て
も

ら
う
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
︑

同
社
で
は
様
々
な
社
員
参
加

型
の
活
動
を
企
画
・
実
施
⬆

　

カ
シ
ッ
ク
ス
は
︑
京
阪
神

に
拠
点
を
置
き
︑
２
㌧
・
４

㌧
車
を
主
体
に
し
て
︑
小
ロ

ッ
ト
の
化
学
品
・
危
険
物
の

輸
送
や
︑
中
ロ
ッ
ト
の
積
合

せ
輸
送
な
ど
を
行
う
︒

　

さ
て
︑
滋
賀
県
出
身
の
近

江
商
人
の
行
動
哲
学
と
し
て
︑

﹁
三
方
よ
し（
売
り
手
よ
し
︑

買
い
手
よ
し
︑
世
間
よ
し
）﹂

と
い
う
も
の
が
あ
る
︒こ
れ
は
︑

﹁
売
り
手
の
都
合
だ
け
で
商

売
を
す
る
の
で
は
な
く
︑
買

い
手
が
心
の
底
か
ら
満
足

し
︑
さ
ら
に
商
い
を
通
じ
て

地
域
社
会
の
発
展
や
福
利
の

増
進
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
い
う
意
味
で
あ

る
︒
京
都
の
企
業
や
商
店
は
︑

こ
う
し
た
考
え
を
大
事
に
し

な
が
ら
︑
歴
史
を
積
み
重
ね

て
き
た
︒

　

同
社
で
も
︑
荷
主
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
︑
社
員
み
ん
な
が
日

々
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
職
場

環
境
を
醸
成
し
︑
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
︑
社
業
を
続

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
認

　

さ
て
︑
同
社
に
お
け
る
人

材
確
保
の
現
状
を
み
て
み
る

と
︑
新
卒
採
用
は
少
な
く
︑

中
途
採
用
で
の
入
社
が
ほ
と

ん
ど
で
は
あ
る
も
の
の
︑
運

送
業
界
未
経
験
者
に
照
準
を

絞
っ
た
採
用
活
動
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
︒

　
﹁
レ
ベ
ル
の
高
い
業
界
経
験

者
を
確
保
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
大
事
で
す
が
︑
同
じ
業

界
で
経
験
者
の
奪
い
合
い
を

し
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
と

思
い
ま
す
︒
当
社
と
し
て
は
︑

こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
や
り
方

を
変
え
た
り
︑
労
働
時
間
を

短
縮
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
︑

社
員
の
負
担
感
を
軽
減
す
る

た
め
の
効
率
化
を
推
し
進
め

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
︑

業
界
未
経
験
者
を
積
極
的
に

採
用
し
︑
早
く
戦
力
と
な
っ

識
し
て
い
る
︒
特
に
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
に
お
い
て
は
︑

荷
主
に
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
社
員
が
他
社
と
の
差

別
化
に
繋
が
る
﹁
商
品
﹂
で

あ
る
こ
と
か
ら
︑
同
社
で
は

荷
主
だ
け
で
は
な
く
社
員
も

喜
ん
で
仕
事
に
従
事
し
︑
高

い
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
で
︑
社
会

の
役
に
立
つ
企
業
に
な
る
こ

て
も
ら
え
る
よ
う
︑
人
材
獲

得
・
育
成
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
﹂（
藤
田
社
長
）

　

入
社
後
の
初
任
研
修
に
つ

い
て
は
︑
運
転
者
に
対
す
る

指
導
監
督
指
針
で
定
め
ら
れ

て
い
る
内
容
の
ほ
か
︑
会
社

の
理
念
や
方
針
︑
ま
た
社
内

ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
習
熟

し
て
も
ら
う
た
め
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
設
け
ら
れ
て
い
る
︒

　

そ
し
て
︑
同
社
で
は
新
入

社
員
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
に
力
を
注
い
で
い
る
︒
ま

ず
︑
入
社
後
に
は
担
当
者
に

よ
る
面
談
を
個
室
で
行
う
ほ

か
︑
初
任
研
修
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
関
す
る
内
容
も
盛
り
込
ん

で
お
り
︑
自
分
自
身
の
心
の

状
態
を
知
り
︑
ス
ト
レ
ス
を

緩
和
さ
せ
る
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
︒
ま
た
︑
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
際
に
は
︑

担
当
者
に
メ
ー
ル
で
相
談
す

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
も
整

え
て
い
る
︒

　
﹁
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

は
︑
ど
の
会
社
に
と
っ
て
も

今
後
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
︒
当
社
で

は
い
ち
早
く
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
に
力
を
入
れ
る
こ
と

で
︑
社
員
に
安
心
し
て
働
い

と
を
目
指
し
て
い
る
︒
こ
う

し
た
同
社
の
空
気
感
は
︑
藤

田
社
長
が
同
社
に
入
社
し
た

昭
和
62
年
当
時
も
全
く
変
わ

ら
な
か
っ
た
の
だ
そ
う
だ
︒

　
﹁
売
り
手
﹂﹁
買
い
手
﹂﹁
世

間
﹂
の
三
方
を
長
年
に
わ
た

っ
て
満
足
さ
せ
続
け
て
い
く

の
は
至
難
の
業
で
あ
ろ
う
︒

し
か
し
藤
田
社
長
は
︑﹁
ど

れ
か
ひ
と
つ
だ
け
を
満
足
さ

せ
る
の
で
は
な
く
︑
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
全
て
を
満

足
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
︑
企

業
と
し
て
の
継
続
に
繋
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
︒
当
社
は
昭
和

26
年
に
創
業
し
︑
今
年
で
65

年
目
を
迎
え
ま
し
た
︒
運
送

業
界
で
は
歴
史
が
あ
る
企
業

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
︑
伝
統
あ
る
企
業
が
多

く
存
在
す
る
京
都
で
は
当
社

は
ま
だ
ま
だ
ひ
よ
っ
こ
で
す
︒

こ
れ
か
ら
も
﹃
三
方
よ
し
﹄

の
精
神
を
大
事
に
し
な
が
ら

自
社
の
歴
史
を
積
み
重
ね
︑

綺
羅
星
の
ご
と
く
ひ
し
め
い

て
い
る
当
地
の
先
輩
企
業
の

仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
︑
社
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
﹂
と
︑
決
意
を
見
せ
た
︒

　

運
送
業
は
一
般
的
に
離
職
率
が
高
く
︑
ま
た
転
職
経
験

者
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
事
業
の
安
定
的

な
継
続
を
考
え
た
場
合
︑
新
入
社
員
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
あ
る
が
︑
現
在
勤
務
し
て
い
る
社
員
の
満
足
度
を

向
上
さ
せ
︑
離
職
を
食
い
止
め
る
こ
と
で
︑
業
務
が
円
滑

に
回
り
︑
将
来
へ
の
事
業
の
飛
躍
に
向
け
た
足
固
め
が
可

能
と
な
る
︒
さ
ら
に
﹁
社
員
に
と
っ
て
良
い
会
社
を
作
っ

て
い
く
﹂
こ
と
で
離
職
率
低
下
と
い
う
効
果
を
生
み
︑
業

務
の
円
滑
化
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
︑
業
績
を
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
︱
︱
こ
の
よ
う
な
好
循
環
を
生
み

出
す
こ
と
が
︑
運
送
業
界
全
体
の
魅
力
向
上
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
︑
従
業
員

満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
離
職
率
減
少
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
を
取
り
上
げ
︑
運
送

業
界
の
魅
力
向
上
へ
の
方
策
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
︒

　

第
２
回
目
は
︑
㈱
カ
シ
ッ
ク
ス
（
京
都
府
京
都
市
︑
藤

田
周
士
代
表
取
締
役
社
長
）
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
︒

藤田 周士 社長

株
式
会
社
カ
シ
ッ
ク
ス
（
京
都
府
京
都
市
）
に
お
け
る
取
り
組
み

社
員
へ
の
福
利
厚
生
の
充
実

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
社
員
交
流
の
機
会
を
創
出　
仲
間
意
識・愛
社
精
神
を
培
う

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
図
り　
職
場
環
境
・
制
度
見
直
し
を
進
め
る

社
員
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
差
別
化
の
決
め
手
に

「
三
方
よ
し
」
の
精
神
で
社
史
を
積
み
重
ね
る

福
利
厚
生
制
度
の
見
直
し
に
も
着
手

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
底
上
げ
し
活
性
化
を
図
る

「
里
山
整
備
活
動
」
に
全
社
的
に
参
加

社
員
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に

業
界
未
経
験
者
を
戦
力
と
し
て
育
成

新
人
が
溶
け
込
み
や
す
い
雰
囲
気
の
醸
成
に
注
力

京阪神を拠点に化学品、危険物等の輸送を行っているカシックス

第２回
広報とらっく

新春特集

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る

従
業
員
満
足
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

新
入
社
員
に
対
し
て
行
う
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
面
談

社
員
や
家
族
の
絆
を
深
め
る
里
山
整

備
活
動
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
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用
し
た
危
機
予
知
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
を
実
施
す
る
︒

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
過
去

に
大
き
な
事
故
を
起
こ
し
た

際
に
︑﹁
荷
物
を
運
び
︑
社

会
を
支
え
る
会
社
と
し
て
︑

人
の
命
を
奪
う
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
︒
悲
惨
な
事

故
に
よ
っ
て
︑
社
員
当
人
だ

け
で
は
な
く
︑
そ
の
家
族
も

悲
し
ま
せ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
﹂
と
い
う
信
念
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
運
転

技
量
を
高
め
︑
交
通
安
全
を

守
る
こ
と
で
︑
家
族
を
安
心

さ
せ
︑
家
族
み
ん
な
の
明
る

い
将
来
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
︑
同
社
に
勤
務
す
る
全
て

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
る
︒

　

ま
た
︑
春
に
は
﹁
経
営
発

表
大
会
﹂
を
開
催
︒
藤
田
社

長
が
当
年
度
の
経
営
計
画
や

経
営
方
針
に
つ
い
て
社
員
に

発
表
す
る
と
と
も
に
︑
社
員

表
彰
を
実
施
︒
周
囲
か
ら
見

て
﹁
頑
張
っ
て
い
る
﹂
と
思

わ
れ
る
社
員
を
数
多
く
表
彰

し
て
い
る
︒

　

毎
年
同
じ
テ
ー
マ
で
表
彰

を
行
う
と
︑
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
し
ま
い
︑
ま
た
表
彰
さ
れ

る
対
象
者
が
偏
っ
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
る
︒
そ
こ
で
︑

な
る
べ
く
多
く
の
社
員
を
表

彰
す
る
た
め
に
︑
表
彰
テ
ー

マ
は
毎
年
変
え
て
お
り
︑﹁
社

社
員
を
ど
う
ま
と
め
て
い
く

か
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
︑
様

々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
同
社
に
と
っ
て
︑
そ
の
推

進
役
に
な
っ
て
い
る
の
が
同

社
の
労
働
組
合
﹁
創
史
会
﹂

で
あ
る
︒

　

同
社
に
お
け
る﹁
創
史
会
﹂

の
役
割
と
は
︑
社
員
へ
の
福

利
厚
生
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
︒
活
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
︑
誕
生
日
を
迎
え

る
社
員
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

　

最
後
に
︑
働
く
社
員
に
と

っ
て
﹁
満
足
度
の
高
い
︑
働

き
や
す
い
﹂
職
場
に
し
て
い

く
た
め
に
︑
運
送
会
社
に
求

め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
︑
藤

田
社
長
に
聞
い
た
︒

贈
呈
が
あ
る
︒
贈
呈
は
会
社

と
﹁
創
史
会
﹂
が
連
携
し
て

行
っ
て
お
り
︑
社
員
だ
け
で

な
く
︑
パ
ー
ト
や
派
遣
社
員

に
も
実
施
さ
れ
て
い
る
︒
誕

生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
︑
も
ら

う
当
人
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ

ん
う
れ
し
い
︒
さ
ら
に
︑
プ

レ
ゼ
ン
ト
贈
呈
を
き
っ
か
け

に
︑
他
の
社
員
と
の
会
話
が

生
ま
れ
れ
ば
︱
︱
と
い
う
副

次
的
効
果
も
期
待
で
き
る
だ

ろ
う
︒

　
﹁
会
社
の
目
指
す
も
の
や

理
念
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
︒
し
か
し
︑
目

指
す
べ
き
姿
を
実
現
す
る
た

め
の
や
り
方
が
変
わ
ら
な
い

ま
ま
だ
と
し
た
ら
︑
い
つ
か

会
社
は
陳
腐
化
し
︑
き
っ
と

社
員
は
つ
い
て
い
け
な
く
な

る
と
思
い
ま
す
︒
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
は
︑
時
代
の
変

化
を
的
確
に
捉
え
る
と
と
も

に
︑
社
会
や
社
員
が
何
を
求

め
て
い
る
か
を
常
に
汲
み
取

り
な
が
ら
︑
会
社
を
良
い
方

向
へ
と
改
善
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑

社
員
を
大
切
に
す
る
あ
ま

り
︑
社
員
の
言
い
な
り
に
な

っ
て
し
ま
う
の
は
ダ
メ
だ
と

思
い
ま
す
︒
経
営
者
と
し
て

は
会
社
を
良
く
し
て
い
く
こ

と
が
責
務
で
あ
り
︑
同
じ
よ

う
に
社
員
に
も
成
長
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
︒
会
社
と
社
員

が
運
命
共
同
体
と
し
て
手
を

携
え
な
が
ら
懸
命
に
社
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
︑

こ
の
先
の
﹃
１
０
０
年
目
﹄

が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
カ
シ
ッ
ク

ス　

藤
田
周
士
代
表
取
締
役

社
長
︑
杉
岡
伸
一
営
業
部
ゼ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
︑
今

田
喜
之
業
務
部
・
営
業
部

（
兼
）
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

し
て
い
る
︒そ
の
ひ
と
つ
が
︑

﹁
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト

運
動
﹂
に
関
す
る
活
動
で
あ

る
︒

　

同
運
動
は
︑
近
年
放
置
さ

れ
︑
荒
れ
た
森
林
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
京
都

府
民
み
ん
な
で
京
都
の
森
を

守
り
育
ん
で
い
く
と
い
う
主

旨
で
︑
京
都
府
を
中
心
に
平

成
17
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
︒

同
社
で
は
︑
10
年
か
ら
Ｃ
Ｎ

Ｇ
車
を
︑
20
年
か
ら
は
﹁
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
車
﹂
を

導
入
す
る
な
ど
︑
環
境
対
応

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
︒
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
︑
環
境
保

全
に
資
す
る
同
運
動
へ
の
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
︑
23

年
に
京
都
府
と
協
定
を
締

結
︒
同
年
に
︑
同
社
創
業
60

周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
︑
地
元
住
民
と
一
緒
に
里

山
整
備
活
動
を
行
っ
た
︒
現

在
は
︑
京
都
府
精
華
町
東
畑

地
区
﹁
精
華
町
里
山
交
流
広

場
（
せ
い
か
里
山
）﹂
に
拠

点
を
置
く
﹁
せ
い
か
里
山
の

会
﹂
が
主
催
す
る
整
備
活
動

に
参
加
す
る
ほ
か
︑
春
に
は

同
地
の
田
畑
に
稲
や
芋
︑
エ

ン
ド
ウ
豆
な
ど
を
植
え
付

け
︑
秋
に
な
る
と
収
穫
を
行

っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
年
２
回
活
動
を

実
施
︒
社
員
だ
け
で
な
く
家

族
ぐ
る
み
で
の
参
加
を
促
し

て
お
り
︑
ま
ず
午
前
中
に
整

備
活
動
を
実
施
︒
午
後
に
は

参
加
者
同
士
の
懇
親
を
深
め

る
た
め
に
︑
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
や
イ
チ
ゴ
狩
り
︑
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
︒

　

同
社
の
休
日
に
な
っ
て
い

る
日
曜
日
に
活
動
を
行
う
た

め
︑
開
始
当
初
は
社
員
を
参

加
さ
せ
る
の
に
苦
労
し
た
と

い
う
︒
し
か
し
︑﹁
参
加
し

て
楽
し
か
っ
た
﹂
と
い
う
参

加
社
員
の
感
想
が
口
コ
ミ
で

広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
あ

り
︑
徐
々
に
参
加
者
が
増
え

　

せ
い
か
里
山
に
お
け
る
活

動
以
外
に
も
︑
同
社
で
は
様

々
な
社
員
参
加
型
の
活
動
を

て
い
っ
た
そ
う
だ
︒
荒
れ
て

い
る
山
林
の
整
備
で
は
力
仕

事
が
要
求
さ
れ
る
が
︑
体
力

の
あ
る
社
員
が
積
極
的
に
作

業
に
加
わ
っ
て
い
る
︒
同
活

動
を
通
じ
て
勤
務
地
の
違
う

社
員
が
他
の
社
員
や
地
域
住

民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
︒

ま
た
︑
午
後
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
秋
の
収
穫
祭
な
ど

は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
︑

自
然
の
中
で
家
族
が
触
れ
合

う
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い

る
︒

実
施
し
て
い
る
︒

　

毎
年
秋
に
は
﹁
セ
ー
フ
テ

ィ
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

を
開
催
し
て
い
る
（
昨
年
で

８
回
目
）︒
27
年
か
ら
は
テ

ー
マ
を
﹁
全
社
員
と
家
族
の

夢
を
実
現
す
る
た
め
に
﹂
と

し
︑
交
通
安
全
を
実
現
す
る

た
め
の
研
修
を
充
実
さ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
︒

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
︑
参

加
ド
ラ
イ
バ
ー
が
３
班
に
分

か
れ
︑
運
転
適
性
診
断
や
運

転
技
能
自
動
評
価
シ
ス
テ
ム

﹁
Ｏ
Ｂ
Ｊ
Ｅ
Ｔ（
オ
ブ
ジ
ェ
）﹂

を
活
用
し
た
添
乗
指
導
︑
ま

た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
を
活

員
は
よ
り
自
主
性
を
高
め
︑

も
っ
と
自
発
的
に
な
っ
て
ほ
し

い
﹂（
同
）
と
の
思
い
か
ら
︑

社
員
み
ん
な
で
考
え
さ
せ

て
︑決
め
さ
せ
て
い
る
そ
う
だ
︒

　

一
般
的
に
︑
運
送
会
社
に

勤
務
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

勤
務
時
間
中
は
他
の
社
員
と

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
少
な

く
︑
ま
た
拠
点
間
で
の
交
流

も
乏
し
い
︒
毎
日
の
業
務
の

中
で
発
生
す
る
荷
役
作
業

は
︑
非
常
に
大
変
だ
︒
と
も

す
る
と
︑
慌
た
だ
し
い
毎
日

の
中
で
働
く
価
値
を
見
失
い
︑

﹁
仕
事
を
辞
め
た
い
﹂
と
い

う
気
持
ち
に
襲
わ
れ
て
し
ま

う
社
員
も
出
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
︒
し
か
し
︑
気
の
置

け
な
い
他
の
社
員
た
ち
と
一

緒
に
仕
事
を
し
︑
様
々
な
活

動
に
参
加
し
︑
社
員
の
み
ん

な
と
同
じ
時
を
過
ご
す
こ
と

で
︑
絆
が
生
ま
れ
︑
そ
れ
が

深
ま
っ
て
く
る
︒同
社
で
は
︑

﹁
社
員
み
ん
な
で
一
生
懸
命

取
り
組
む
﹂
と
い
う
社
風
を

創
り
上
げ
る
こ
と
で
︑
ド
ロ

ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
社

員
が
出
て
こ
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
︒

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
や
経
営
発

表
大
会
に
お
け
る
社
員
表
彰

も
︑
社
員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
く
き

っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
︒

　
﹁
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
が
ち
な

⬅
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自分の希望に応じ、特定のスキルや知恵を学べる研修

従業員の意見の会社の経営計画への反映

上司以外の決められた先輩担当者（メンター）による相談

本人の希望ができるだけ尊重される配置

各自に与えられた仕事の意義や重要性についての説明

計画的なOJT 受講とその成果のチェック

社内の自主的勉強会やQC活動

会社の経営情報の従業員への開示

提案制度などによる従業員の意見の吸い上げ

フィットネスクラブの利用補助など健康づくりのための支援

保養施設の利用補助など余暇活動の支援

職歴・階層別の研修

評価結果とその理由の本人へのフィードバック・説明

朝礼や社員全体会議を通じた会社のビジョンの共有

経験が浅い社員に責任ある仕事を任せ裁量権を与える

表彰・報奨の実施

仕事の改善・改革を促す仕組み（小集団活動など）

勤務時間内の自主的な外部研修の勤務扱い

作業環境の改善

自己啓発・資格取得に対する補助

職場の安全管理に関する研修

法定外の健康診断など、保険・医療面の補助

メンタルヘルス相談など心の健康に関する支援

定期的な配置換え（ジョブローテーション）

「実施されている」と回答した者のうち、「業績が上がっている」と回答した割合

「実施されていない」と回答した者のうち、「業績が上がっている」と回答した割合

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（％）

目標管理制度（仕事上の目標を個人ごとに設定して
その達成度合いが評価される仕組み

　採用した従業員が、会社の戦力となる前に離職してしまうことは、事業主にとっても従業員本人に
とっても損失になる。従業員が早期離職することなく職場に定着し、その能力を発揮できるようにす
るには、雇用管理のあり方を振り返り、必要な改善を進めることが重要である。
　ここでは、厚生労働省の「働きやすい・働きがいのある職場づくりサイト」などをもとに、従業員
の満足度を高め、職場定着に繋がるための施策について、4回シリーズで紹介していく。

　厚生労働省「働きやすい・働きがいのある職場づくりに関する調査結果」によると、各種の雇用管
理制度等が「実施されている」企業と「実施されていない」企業ごとに、会社の業績が「上がってい
る」と回答した割合を見ると、全ての項目で「実施されている」企業の方が会社の業績が「上がって
いる」と回答した割合が多くなっています（図）。
　特に両者の差が大きかったのが、「上司以外の決められた先輩担当者（メンター）による相談」「従
業員の意見の会社の経営計画への反映」「自分の希望に応じ、特定のスキルや知識を学べる研修」で
した。
　各種の雇用管理制度等を効果的に導入し、社員にとって働きやすい会社に改善していくことで、会
社の業績アップが期待できると言えるでしょう。

図　雇用管理施策の実施状況と会社の業績の関係

（出典）厚生労働省「職場の働きやすさ・働きがいに関するアンケート調査（従業員調査）」

㈱カシックス
［藤田周士　代表取締役社長］

所在地� 京都市伏見区横大路千両松町 97
資本金� 5,000 万円
設立� 昭和 26 年 8月
従業員数� 75 人※（ドライバー55 人）
車両数� 75 台

退
社
に
踏
み
切
る
社
員
を
生
み
出
さ
な
い

社
内
交
流
の
推
進
役
と
し
て
機
能
す
る
「
創
史
会
」

会
社
の
描
く
将
来
を
実
現
す
る
た
め
に

「
い
ま
」
を
真
摯
に
見
つ
め
て
改
善
を
推
進

働きやすい・働きがいのある会社にしませんか ！
〜従業員の職場定着を図るために〜

第２回 雇用管理施策の実施状況と会社の業績の関係
～働きやすい会社は業績向上が期待できる！

※カシックスグループ
としての数（従業員数は
アルバイト・パートを含
む）。主に貨物利用運
送事業を手掛ける同社
と、平成26年秋に分社
化した㈱カシックス物
流（一般貨物自動車運
送）の2社。

﹁
全
社
員
と
家
族
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
﹂
を
テ
ー
マ
に
毎
年
実
施
す
る

﹁
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス

ト
﹂

表
彰
で
は
な
る
べ
く
多
く
の
社
員
を

表
彰
す
る
た
め
、表
彰
テ
ー
マ
を
毎
年

変
え
て
い
る
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香
川
県
小
豆
島
は
︑
醤
油

や
佃
煮
︑
そ
う
め
ん
︑
オ
リ

ー
ブ
な
ど
の
特
産
品
で
知
ら

れ
る
︒
小
豆
島
で
は
元
々
塩

づ
く
り
が
盛
ん
で
あ
り
︑
製

塩
業
を
下
地
と
し
て
︑﹁
塩

を
材
料
と
す
る
加
工
業
﹂
で

あ
る
そ
う
め
ん
や
醤
油
の
製

造
業
が
発
展
し
て
い
っ
た
︒

　

そ
の
背
景
に
は
︑
古
く
か

ら
続
く
九
州
と
の
交
易
が
あ

る
︒
九
州
は
醤
油
の
原
料
と

な
る
大
豆
や
小
麦
の
産
地
で

あ
っ
た
た
め
︑
小
豆
島
か
ら

は
塩
や
そ
う
め
ん
を
移
出

し
︑
九
州
か
ら
大
豆
と
小
麦

を
移
入
す
る
︒
そ
う
し
て
得

た
原
材
料
か
ら
製
造
さ
れ
た

醤
油
は
︑
大
消
費
地
で
あ
る

京
都
・
大
阪
・
神
戸
へ
と
運

ば
れ
た
︒

　

九
州
と
の
交
易
も
︑
京
阪

神
へ
の
醤
油
の
移
出
も
︑
江

戸
時
代
は
海
運
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
た
が
︑
現
在
そ
れ

を
担
う
の
は
︑
フ
ェ
リ
ー
を

利
用
し
た
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で

て
い
る
︒
醤
油
関
連
製
品
の

輸
送
が
多
い
が
︑
同
じ
醤
油

会
社
の
商
品
を
運
ぶ
場
合
に

は
︑
関
西
方
面
は
Ａ
社
と
Ｂ

あ
る
︒

地
元
運
送
事
業
者
と
連
携

し
島
の
特
産
品
を
本
土
へ

　

小
豆
島
に
は
22
社
の
運
送

会
社
が
あ
り
︑
そ
の
う
ち
13

社
が
島
外
へ
の
輸
送
を
行
っ

社
︑
高
松
方
面
は
Ｃ
社
と
Ｄ

社
︑
中
国
方
面
は
Ｅ
社
と
Ｆ

社
と
い
う
よ
う
に
︑
商
品
の

届
け
先
の
地
域
別
に
13
社
の

中
で
担
当
が
決
ま
っ
て
い
る
︒

　

㈲
丸
島
運
送
店
で
は
︑
取

扱
貨
物
の
半
分
以
上
が
醤
油

関
連
製
品
で
あ
り
︑
島
内
の

醤
油
会
社
５
～
６
社
の
商
品

を
運
ん
で
い
る
︒
醤
油
そ
の

も
の
は
も
ち
ろ
ん
︑
醤
油
を

加
工
し
て
作
る
佃
煮
を
は
じ

め
︑
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
ソ
ー

ス
︑
漬
物
の
素
︑
醤
油
ぽ
ん

酢
や
焼
き
肉
の
た
れ
と
い
っ

た
調
味
料
を
︑
年
間
を
通
じ

て
島
外
へ
と
運
ん
で
い
る
︒

　

夏
場
に
は
︑
そ
う
め
ん
が

主
要
取
扱
貨
物
に
な
る
︒
醤

油
が
大
規
模
な
工
場
で
製
造

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
︑
そ

う
め
ん
は
家
内
制
手
工
業
的

に
生
産
さ
れ
て
お
り
︑
お
中

元
の
時
期
に
は
そ
う
め
ん
生

産
者
か
ら
お
客
様
の
元
に
︑

小
口
の
商
品
を
届
け
る
た
め

の
配
送
作
業
を
行
う
︒

﹁
本
土
の
協
力
会
社
に
は
︑

﹃
小
豆
島
の
荷
物
は
重
た

い
﹄
と
い
わ
れ
ま
す
︒
醤
油

・
オ
リ
ー
ブ
油
と
い
っ
た
瓶

入
り
の
液
体
や
︑
大
量
に
箱

詰
め
し
た
そ
う
め
ん
な
ど
が

荷
物
の
中
心
で
︑﹃
ず
っ
し
り

・
ぎ
っ
し
り
﹄
と
し
た
重
量

感
が
あ
る
た
め
で
す
﹂（
竹

本
和
史
専
務
取
締
役
）

　

ま
た
︑
同
社
で
は
︑
醤
油

や
そ
う
め
ん
と
い
っ
た
食
品

以
外
に
も
︑
創
立
以
来
の
付

き
合
い
で
あ
る
島
内
の
メ
ー

カ
ー
を
荷
主
と
し
て
︑
蛍
光

灯
の
安
定
器
の
輸
送
を
行
っ

て
い
る
︒
完
成
し
た
商
品
を

小
豆
島
か
ら
関
西
方
面
へ
運

び
︑
商
品
を
つ
く
る
た
め
の

原
料
や
資
材
を
引
き
取
っ
て

小
豆
島
へ
帰
っ
て
く
る
と
い

う
流
れ
だ
︒

　

そ
の
ほ
か
︑
特
色
的
な
輸

送
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
が
ア
ー
ト
作
品
だ

（
写
真
①
）︒
平
成
22

年
か
ら
瀬
戸
内
海
の
島

々
で
３
年
に
一
度
開
催

さ
れ
て
い
る
﹁
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
﹂
で
は
︑

現
代
美
術
の
作
品
が
島
内
各

地
に
展
示
さ
れ
る
︒
同
社
で

は
︑28
年
に
開
催
さ
れ
た
﹁
第

３
回
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
﹂

に
お
い
て
︑
高
さ
約
３
㍍
の

巨
大
な
ア
ー
ト
作
品
を
︑
制

作
場
所
で
あ
る
島
内
の
土
庄

町
か
ら
展
示
場
所
で
あ
る

﹁
二
十
四
の
瞳
映
画
村
﹂（
小

豆
島
町
田
浦
）
へ
輸
送
す
る

仕
事
に
携
わ
っ
た
︒

◆

　

荷
物
の
輸
送
先
は
大
阪
・

神
戸
・
岡
山
・
高
松
が
中
心

だ
が
︑
時
折
遠
隔
地
へ
の
輸

送
も
行
っ
て
い
る
︒
滋
賀
県

や
東
京
都
と
い
っ
た
本
州
の

み
な
ら
ず
︑
九
州
（
主
に
福

岡
県
）
に
も
便
を
出
す
こ
と

が
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
冒
頭
に

記
し
た
﹁
古
く
か
ら
続
く
九

州
と
の
交
易
﹂︑
つ
ま
り
醤
油

の
原
料
と
な
る
大
豆
・
小
麦

を
運
ぶ
た
め
の
便
だ
︒

　

長
距
離
便
を
出
す
場
合
に

は
︑
島
内
の
商
品
を
扱
う
３

社
の
問
屋
に
情
報
を
流
し
て

お
く
︒
そ
う
す
れ
ば
︑
行
き

荷
・
帰
り
荷
の
確
保
が
で
き

る
た
め
︑
実
車
率
は
ほ
ぼ
１

０
０
％
を
誇
る
︒
島
し
ょ
部

で
あ
り
な
が
ら
こ
の
輸
送
効

率
の
高
さ
を
実
現
し
て
い
る

の
は
︑
島
内
の
豊
富
な
産
業

と
そ
の
製
品
に
よ
る
も
の
と

い
え
る
だ
ろ
う
︒

小
豆
島
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

の
命
綱
＝
フ
ェ
リ
ー

　

島
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
︑
本
土

と
島
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
だ
︒

島
に
と
っ
て
フ
ェ
リ
ー
は
︑
人

や
車
両
を
運
ぶ
生
活
航
路
で

あ
り
︑
多
く
の
観
光
客
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
存
在
で
も

あ
る
︒

　

小
豆
島
に
は
７
つ
の
港
が

あ
る
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
利
用

で
き
る
フ
ェ
リ
ー
が
発
着
す

る
の
は
︑
池
田
・
大お

お

べ部
・
草

壁
・
坂
手
・
土と

の
し
ょ
う庄
・
福
田
の

６
港
（
図
１
）︒
島
と
本
土

を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
に
は
︑
危

険
物
輸
送
を
行
う
貨
物
（
ト

ラ
ッ
ク
＋
ド
ラ
イ
バ
ー
）
の

み
を
乗
せ
︑
一
般
旅
客
は
乗

る
こ
と
が
で
き
な
い
便
も
存

在
す
る
︒
同
社
で
は
こ
れ
ら

６
つ
の
港
全
て
を
利
用
し
て

い
る
が
︑
そ
の
中
で
も
利
用

頻
度
が
高
い
の
は
︑
福
田
港

～
姫
路
港
（
福
田
港
発
最
終

便
出
航
時
間
：
19
時
30

分
）︑
土
庄
港
～
新
岡
山
港

（
土
庄
港
発
最
終
便
出
航
時

間
：
19
時
25
分
）
の
２
ル

ー
ト
だ
︒

　

各
港
最
終
便
の
出
発
時
間

に
合
わ
せ
て
同
社
を
出
発
し

た
ト
ラ
ッ
ク
は
︑
港
に
着
く

と
乗
船
手
続
き
を
済
ま
せ
︑

フ
ェ
リ
ー
へ
と
乗
り
込
む
（
写

真
②
）︒
21
時
前
後
に
本
土

へ
到
着
し
た
ト
ラ
ッ
ク
は
︑

そ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

地
に
向
け
て
出
発
す
る
︒
納

品
先
で
荷
物
を
降
ろ
し
︑
引

き
取
り
先
で
荷
物
を
積
み
込

み
︑
再
び
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て

小
豆
島
へ
と
帰
っ
て
く
る
の

は
︑
翌
日
の
夕
方
に
な
る
と

い
う
︒

「
フ
ェ
リ
ー
最
終
便
の
出

航
時
刻
」
目
指
し
て
行
う

積
込
作
業

　

島
外
へ
輸
送
す
る
積
荷
の

準
備
は
︑
目
的
地
へ
と
向
か

う
フ
ェ
リ
ー
の
最
終
便
の
出

航
時
間
か
ら
逆
算
し
て
行
わ

れ
る
︒
同
社
の
保
有
車
両
17

台
の
う
ち
︑
島
外
へ
の
輸
送

を
行
っ
て
い
る
の
は
約
半
数

に
あ
た
る
９
台
の
大
型
ト
ラ

ッ
ク
で
︑
定
期
便
は
な
く
︑

荷
主
か
ら
の
発
注
は
不
定
期

だ
︒
当
日
︑
午
前
中
に
生
産

さ
れ
た
分
の
製
品
の
発
送
依

頼
が
︑
午
後
の
早
い
時
間
帯

に
荷
主
か
ら
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
よ
っ
て
同
社
宛
て
に
届
く
︒

そ
の
依
頼
を
取
り
ま
と
め
︑

荷
主
各
社
の
当
日
出
荷
分

を
︑
行
き
先
別
に
島
外
行
き

の
各
車
両
に
振
り
分
け
る
︒

荷
物
は
と
い
う
と
︑
各
荷
主

の
元
へ
２
㌧
車
等
で
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
に
行
き
︑
社
内
の
倉

庫
に
降
ろ
し
て
集
積
す
る
︒

﹁
行
き
先
も
積
み
荷
も
毎
日

変
わ
り
ま
す
︒
付
き
合
い
の

長
い
島
内
の
荷
主
か
ら
の
日

ご
と
変
わ
る
依
頼
に
対
し

て
︑
臨
機
応
変
に
対
応
で
き

る
こ
と
が
当
社
を
含
む
小
豆

島
の
運
送
事
業
者
の
強
み
で

す
︒
島
の
産
業
の
発
展
の
た

め
︑
長
年
に
わ
た
っ
て
支
え

合
い
︑
信
頼
関
係
を
築
き
上

げ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
の
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
荷

主
と
の
関
係
性
が
非
常
に
近

い
︒
そ
れ
が
︑
小
豆
島
の
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
特
徴
で
す
﹂

（
竹
本
知
博
代
表
取
締
役
）

　

各
荷
主
か
ら
集
荷
し
て
き

た
商
品
は
︑
行
き
先
別
に
積

み
込
ま
れ
（
写
真
③
）︑
目

的
地
へ
最
短
距
離
で
辿
り
着

け
る
フ
ェ
リ
ー
の
ル
ー
ト
を

踏
ま
え
︑
運
行
経
路
を
選
択

す
る
︒
そ
の
日
何
台
の
ト
ラ

ッ
ク
が
島
外
へ
の
輸
送
を
行

う
か
は
︑
荷
物
の
量
で
毎
日

異
な
る
︒
取
材
当
日
は
︑
岡

山
行
き
２
台
︑
大
阪
行
き
３

台
︑
高
松
行
き
１
台
の
計
６

台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
︑
19
時
半

発
の
最
終
便
フ
ェ
リ
ー
に
乗

船
す
る
べ
く
︑
17
時
過
ぎ
に

は
同
社
を
出
発
し
て
い
っ
た
︒

島
特
有
の
気
象
条
件
や
運
賃

フェリ
ー
利
用
に
伴
う
課
題

　

フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
た
輸

送
に
関
し
て
︑
小
豆
島
の
運

送
事
業
者
が
最
も
頭
を
悩
ま

せ
る
の
が
︑
夏
～
秋
の
台
風

シ
ー
ズ
ン
と
︑
春
先
に
発
生

す
る
瀬
戸
内
海
特
有
の
濃
霧

だ
︒
台
風
や
濃
霧
が
発
生
す

る
と
︑
停
船
勧
告
が
出
て
︑

船
も
荷
物
も
動
か
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
︒

　

台
風
に
関
し
て
は
︑
気
象

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
︑
フ
ェ
リ

ー
会
社
か
ら
い
つ
船
が
欠
航

に
な
り
そ
う
か
と
い
う
情
報

を
提
供
し
て
も
ら
う
︒
停
船

が
予
測
さ
れ
た
時
点
で
︑
荷

主
に
は
﹁
こ
の
日
は
●
時
頃

に
船
が
停
ま
り
そ
う
だ
か

ら
︑
今
日
の
出
荷
は
◯
時
頃

ま
で
に
し
て
ほ
し
い
﹂
と
要

望
を
出
し
て
い
る
︒

　

濃
霧
に
関
し
て
は
︑
台
風

と
違
い
︑
突
如
発
生
す
る
こ

と
か
ら
︑
出
港
後
︑
車
両
が

船
に
乗
っ
て
い
る
状
態
で
停

船
勧
告
が
出
る
こ
と
も
あ

り
︑
そ
う
し
た
場
合
は
霧
が

晴
れ
る
ま
で
何
時
間
も
海
上

に
ト
ラ
ッ
ク
も
荷
物
も
留
ま

っ
た
ま
ま
に
な
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
直
前
で
欠

航
に
な
っ
た
り
︑
突
然
停
船

し
た
り
し
て
も
︑
島
と
海
の

天
候
を
よ
く
知
る
島
内
の
荷

主
は
事
情
を
十
分
に
理
解
・

納
得
し
て
く
れ
る
と
い
う
︒

◆

　

一
方
︑運
賃
に
関
し
て
も
︑

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
く
る
の
は
フ

ェ
リ
ー
に
関
す
る
こ
と
だ
︒

　
﹁
小
豆
島
で
製
品
を
生
産

す
る
荷
主
企
業
は
︑
本
土
の

企
業
と
競
争
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
︒
島
外
へ
製
品
を
輸

送
す
る
場
合
︑
フ
ェ
リ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
で
商
品
に
運

賃
が
か
か
る
た
め
︑
荷
主
企

業
は
そ
こ
に
割
高
感
を
覚
え

ま
す
︒
我
々
の
苦
労
も
ご
存

じ
で
あ
り
な
が
ら
︑
商
品
を

売
っ
て
利
益
を
出
す
た
め
に
︑

ど
の
部
分
の
コ
ス
ト
を
抑
え

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
︑
ど
う
し
て
も
運
賃

に
シ
ビ
ア
に
な
り
ま
す
︒
島

の
事
業
者
に
と
っ
て
︑
適
正

運
賃
の
収
受
は
︑
本
土
の
事

業
者
よ
り
も
大
き
な
課
題
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
﹂（
同
）

新
卒
採
用
ド
ラ
イ
バ
ー
が

期
待
の
星
と
し
て
成
長
中

　

運
送
事
業
者
に
と
っ
て
の

課
題
と
い
え
ば
︑
高
等
学
校

新
卒
者
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ

る
が
︑
小
豆
島
の
高
校
生
は

進
学
を
選
ぶ
生
徒
が
非
常
に

多
く
︑
卒
業
後
︑
地
元
企
業

に
就
職
す
る
生
徒
は
な
か
な

か
い
な
い
と
い
う
︒
そ
ん
な

中
︑同
社
に
は
25
年
４
月
に
︑

高
校
新
卒
採
用
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
１
人
入
社
し
︑
現
在
入

社
４
年
目
の
若
き
ホ
ー
プ
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
︒

　

彼
の
同
社
へ
の
応
募
の
き
っ

か
け
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
り
た
い
﹂
と
考
え

て
い
た
高
校
生
の
彼
に
︑
彼

の
祖
母
が
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
る
ん
な
ら
丸
島
さ
ん
に
し

な
︒
丸
島
さ
ん
や
っ
た
ら
大

丈
夫
﹂
と
太
鼓
判
を
押
し
た

こ
と
だ
っ
た
︒
実
は
彼
の
祖

母
は
︑
同
社
が
会
計
業
務
を

依
頼
し
て
い
る
会
社
の
担
当

者
で
︑
同
社
の
こ
と
を
熟
知

し
て
い
た
の
だ
︒

　
﹁﹃
こ
の
子
な
ら
や
っ
て
く

れ
そ
う
だ
﹄
と
思
い
︑
採
用

を
決
め
ま
し
た
︒
新
卒
ド
ラ

イ
バ
ー
を
採
用
す
る
際
に
障

壁
と
な
る
免
許
の
問
題
に
関

し
て
は
︑
ま
ず
軽
自
動
車
で

の
集
荷
業
務
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
︑
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
２
㌧

車
に
乗
り
換
え
て
も
ら
い
ま

し
た
︒
そ
ん
な
彼
も
昨
年
大

型
免
許
を
取
得
し
︑
今
は
３

㌧
車
や
４
㌧
車
に
乗
務
し
て

お
り
︑
着
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
し
て
い
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
﹂（
同
）

　

現
在
彼
が
乗
務
し
て
い
る

３
㌧
車
に
は
︑
後
部
扉
に
ポ

ス
タ
ー
が
掲
示
で
き
る
よ
う

フ
レ
ー
ム
が
装
着
さ
れ
て
い

る
（
写
真
④
）︒
こ
れ
は
︑﹁
丸

島
か
わ
ら
版
﹂
と
名
付
け
ら

れ
た
掲
示
板
で
︑
地
域
で
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
︑
同
社

の
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
出

し
て
い
る
︒
彼
の
乗
務
す
る

﹁
丸
島
か
わ
ら
版
﹂
搭
載
ト

ラ
ッ
ク
は
︑
島
内
で
集
荷
・

配
達
を
行
っ
て
い
る
た
め
︑

運
転
中
は
後
ろ
を
走
行
す
る

車
︑
停
車
中
は
そ
こ
を
通
り

か
か
る
人
と
︑
常
に
人
の
目

に
触
れ
る
︒﹁
島
内
の
皆
さ
ん

に
︑
荷
物
と
と
も
に
地
元
の

情
報
も
お
届
け
し
た
い
﹂︒

そ
ん
な
思
い
が
生
ん
だ
取
り

組
み
が
こ
の
﹁
丸
島
か
わ
ら

版
﹂
だ
︒

◆

　

ま
た
︑
同
社
の
人
材
確
保

に
一
役
買
っ
て
い
る
の
が
︑
５

年
前
に
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
だ
︒﹁
会
社

の
方
針
や
運
送
業
務
の
内
容

を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
︑
島
外
か
ら
の
仕
事
の

オ
フ
ァ
ー
も
増
え
る
の
で
は

な
い
か
﹂と
考
え
た
専
務
が
︑

Ｈ
Ｐ
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
︒

　
﹁
小
豆
島
は
産
業
が
盛
ん

な
の
で
︑
島
外
か
ら
も
ト
ラ

ッ
ク
が
た
く
さ
ん
や
っ
て
き

ま
す
︒
そ
の
中
に
は
︑
本
土

か
ら
島
へ
渡
っ
て
く
る
こ
と
に

抵
抗
感
の
あ
る
荷
主
企
業
や

運
送
会
社
も
い
ま
す
︒
そ
う

し
た
会
社
が
当
社
の
Ｈ
Ｐ
を

見
て
仕
事
の
依
頼
を
く
れ
る

よ
う
に
な
り
︑
当
初
の
狙
い

通
り
に
な
り
ま
し
た
︒
さ
ら

に
︑
Ｈ
Ｐ
を
見
て
求
人
に
応

募
し
て
く
れ
る
人
も
増
え
︑

Ｈ
Ｐ
の
重
要
性
を
痛
感
し
て

い
ま
す
﹂（
竹
本
専
務
）

島
の
た
め
に
運
送
事
業
者

が
で
き
る「
特
産
品
Ｐ
Ｒ
」

と
は

　

同
社
で
は
近
年
︑
小
豆
島

の
特
産
で
あ
る
オ
リ
ー
ブ
関

連
商
品
の
輸
送
な
ど
︑
新
規

荷
主
の
開
拓
に
成
功
し
て
い

る
︒
こ
う
し
た
新
し
い
仕
事

は
︑商
工
会
の
青
年
部
な
ど
︑

島
内
の
若
手
経
営
者
が
集
う

様
々
な
会
合
に
専
務
が
参
加

し
て
︑
小
豆
島
の
次
代
を
担

う
若
い
世
代
と
交
流
し
︑
意

気
投
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
も
の
︒﹁
小
豆
島

の
た
め
に
皆
で
何
か
し
た
い
﹂

と
い
う
︑
島
の
産
業
を
支
え

る
同
世
代
の
仲
間
た
ち
と
出

会
え
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫

だ
っ
た
と
い
う
︒

　
﹁
最
近
︑
島
で
は
経
営
者

が
代
替
わ
り
し
︑
若
い
世
代

の
経
営
者
が
増
え
て
き
ま
し

た
︒
上
の
世
代
で
あ
る
我
々

が
積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
や

ノ
ウ
ハ
ウ
と
︑
専
務
た
ち
の

よ
う
な
若
い
世
代
が
外
か
ら

吸
収
し
て
き
た
新
し
い
も
の

が
融
合
す
る
こ
と
で
︑
島
内

の
産
業
が
さ
ら
に
活
性
化

し
︑
い
い
流
れ
を
生
ん
で
ほ

し
い
で
す
ね
﹂（
竹
本
代
表

取
締
役
）

　

島
内
の
産
業
を
活
性
化
す

る
こ
と
に
お
い
て
欠
か
せ
な

い
も
の
の
ひ
と
つ
は
︑﹁
観
光

客
の
増
加
﹂
だ
と
竹
本
代
表

取
締
役
は
語
る
︒
小
豆
島
で

は
近
年
︑
団
体
の
観
光
客
が

減
少
し
て
い
た
が
︑﹁
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
﹂
が
始
ま
っ

て
か
ら
と
い
う
も
の
︑
観
光

客
の
増
加
を
実
感
し
て
い
る

と
い
う
︒

　
﹁
例
え
ば
︑
観
光
客
が
島

を
訪
れ
る
と
︑
醤
油
や
そ
う

め
ん
な
ど
を
購
入
し
︑
そ
れ

ら
を
島
外
へ
と
発
送
し
ま
す
︒

こ
う
し
た
観
光
客
に
よ
る
消

費
活
動
は
︑
生
産
者
で
あ
る

荷
主
企
業
に
も
︑
輸
送
を
担

う
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
も
利
益
を
も
た
ら
し
ま

す
︒
小
豆
島
に
お
い
て
︑
産

業
の
発
展
と
観
光
の
発
展
は

密
接
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
の

で
す
﹂（
同
）◆

　

取
扱
貨
物
の
半
分
以
上
を

醤
油
関
連
製
品
が
占
め
る
同

社
で
は
現
在
︑
地
元
の
醤
油

会
社
と
連
携
し
︑
小
豆
島
産

醤
油
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ

て
い
る
︒

　

ひ
と
つ
は
︑
地
元
醤
油
会

社
に
よ
る
﹁
木
桶
を
使
っ
た

天
然
醸
造
に
よ
る
醤
油
づ
く

り
﹂
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

る
た
め
の
活
動
だ
︒
島
外
で

Ｐ
Ｒ
展
示
を
行
う
際
に
は
︑

巨
大
な
木
桶
を
平
ボ
デ
ィ
車

に
積
ん
で
輸
送
（
写
真
⑤
）︒

荷
主
と
連
携
し
︑
小
豆
島
産

醤
油
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
︒

　

も
う
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
︑﹁
醤ひ

し
お

野
菜
﹂
の
栽
培

・
出
荷
・
発
送
だ
︒
醤
野
菜

と
は
︑
醤
油
を
つ
く
る
際
に

出
る
醤
油
粕
を
畑
の
土
に
与

え
︑
そ
の
土
で
育
て
た
野
菜

の
こ
と
︒﹁
醤ひ

し
お
な菜
﹂
や
﹁
醤ひ

し
お

ト
マ
ト
﹂
と
名
付
け
た
ア
イ

ス
プ
ラ
ン
ト
や
ト
マ
ト
を
︑

東
京
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
チ
ェ
ー
ン
に
出
荷
し
て
い

る
︒

　　
﹁
醤
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
︑

﹃
木
桶
仕
込
み
の
天
然
醸
造

醤
油
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
﹄
の

一
環
で
す
︒
醤
油
を
は
じ
め

と
し
た
小
豆
島
の
特
産
品
の

素
晴
ら
し
さ
を
広
く
島
外
に

広
め
る
こ
と
も
︑
こ
の
島
の

運
送
会
社
と
し
て
私
た
ち
が

で
き
る
︑
島
へ
の
貢
献
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
︒
私
が
一
番

大
事
に
し
て
い
る
の
は
︑﹃
島

の
産
業
を
応
援
す
る
﹄
と
い

う
こ
と
で
す
︒
私
に
と
っ
て
︑

島
の
産
業
の
応
援
と
︑
運
送

会
社
の
営
業
活
動
は
イ
コ
ー

ル
で
す
︒
島
の
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
手
伝
う
こ
と
で
︑
商
品

の
注
文
が
増
え
︑
荷
主
企
業

の
売
り
上
げ
が
ア
ッ
プ
す
れ

ば
︑
当
社
の
荷
物
も
利
益
も

増
え
ま
す
︒
地
域
産
業
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
が
︑
自
社

の
︑
荷
主
企
業
の
︑
島
全
体

の
発
展
に
直
結
す
る
の
で
す
﹂

（
竹
本
専
務
）

　

竹
本
社
長
の
語
っ
た
﹁
小

豆
島
を
訪
れ
る
観
光
客
が
増

え
︑
産
業
が
潤
い
︑
荷
物
が

増
え
る
﹂
と
い
う
︑
観
光
と

産
業
の
理
想
的
な
発
展
サ
イ

ク
ル
は
す
な
わ
ち
︑﹁
島
の

た
め
に
な
る
こ
と
全
て
が
︑

自
社
の
利
益
に
繋
が
っ
て
い

る
﹂
と
い
う
専
務
の
考
え
と

見
事
に
同
期
し
て
い
る
︒

　

小
豆
島
で
は
︑
業
種
・
世

代
の
隔
て
な
く
︑
島
の
産
業

に
携
わ
る
人
々
が
皆
﹁
島
の

産
業
活
性
化
の
た
め
に
﹂
と

い
う
ひ
と
つ
の
目
的
を
追
求

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

も
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た

め
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
︒
こ
う
し
た
島
な
ら

で
は
の
企
業
同
士
の
結
び
付

き
の
強
さ
こ
そ
が
︑
こ
れ
か

ら
の
小
豆
島
の
産
業
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
︒

竹本知博代表取締役㊧と、竹本和史専務取締役㊨

　

香
川
県
小
豆
郡
小
豆
島
町
に
本

社
を
置
く
有
限
会
社
丸
島
運
送
店

（
竹
本
知
博
代
表
取
締
役
）
は
︑

今
年
で
設
立
58
年
目
を
迎
え
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
だ
︒

　

今
回
の﹃
物
流
彼
方
此
方
﹄で
は
︑

フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
て
輸
送
を
行

う
島
し
ょ
部
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
な
ら
で
は
の
課
題
︑
小
豆
島

の
地
域
特
性
な
ど
に
つ
い
て
取
り

上
げ
︑
地
場
産
業
の
発
展
と
と
も

に
歩
み
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
通
じ

て
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
同
社

の
事
業
内
容
や
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
︒

荷
主
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

特
産
品
Ｐ
Ｒ
や
島
特
有
の
課
題
克
服

小豆島の魅力 トラックで運ぶ

全ては「島の発展のために」

㈲丸島運送店  ［代表取締役 竹本 知博］
本　　社　香川県小豆郡小豆島町

安田甲 348-8 
設　　立　昭和 34 年 12月10日
資 本 金　300 万円
従業員数 22 人
車 両 数 17 台

企業概要

検 索㈲丸島運送店

物流物流

㈲丸島運送店
香川県

第 35回

A2判のポスターを掲出

大部港 福田港

草壁港

坂手港

岡山へ

豊島へ

高松へ 高松へ

二十四の瞳
映画村

二十四の瞳
映画村

丸島運送店丸島運送店

高松へ
神戸へ

姫路へ

日生へ

高松へ

土庄港
池田港

土庄東港
（旅客のみ）

おおべ

とのしょう

図 1　小豆島の港とフェリー航路

フェリーに乗り込むトラック（写真は草壁港、内海フェリー）

②

③

④

①

⑤
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 　　〜横断歩道編〜
 【解 答】２面に問題

�「
黒
糖
の
道
」 

風
味
の
種
子
島
産
黒
糖

　

鹿
児
島
や
沖
縄
で
は
︑
砂

糖
と
い
う
と
白
砂
糖
で
は
な

く
黒
糖
の
イ
メ
ー
ジ
の
ほ
う

が
強
い
︒
黒
糖
は
黒
砂
糖
を

略
し
た
呼
称
で
︑
サ
ト
ウ
キ

ビ
か
ら
汁
を
搾
り
︑
煮
詰
め

て
固
め
た
も
の
︒
消
石
灰
で

中
和
す
る
ほ
か
は
︑
煮
詰
め

つ
つ
撹
拌
す
る
だ
け
な
の
で
︑

純
度
は
高
く
な
い
け
れ
ど
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
が
多
く
て
口
当

た
り
が
や
さ
し
い
︒

　

国
産
の
黒
糖
に
は
︑
潮
風

や
草
の
匂
い
ま
で
吸
収
し
た

よ
う
な
の
び
や
か
な
甘
味
が

あ
る
︒
私
が
気
に
入
っ
て
い

る
の
は
︑
大
隅
半
島
の
南
に

位
置
す
る
種
子
島
産
︒
車
で

行
く
に
は
︑
鹿
児
島
か
ら
フ

ェ
リ
ー
で
３
時
間
半
と
少
々

時
間
が
か
か
る
が
︑
車
ご
と

海
を
渡
る
と
い
う
快
感
は
な

け
が
運
営
さ
れ
て
い
る
︒

　

す
ば
ら
し
い
の
は
︑
原
料

栽
培
か
ら
黒
糖
ま
で
を
一
貫

し
て
生
産
し
て
い
る
こ
と
︒

ま
た
︑
黒
糖
に
し
た
と
き
に

味
と
色
が
い
い
在
来
品
種
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
を
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
り
︑

糖
度
が
高
ま
る
冬
場
に
い
ち

い
ち
手
で
刈
っ
て
︑
糖
分
が

滴し
た
た

り
や
す
い
よ
う
切
り
口
を

の
汁
を
第
１
の
釜
に
入
れ
て

煮
詰
め
︑
地
獄
の
よ
う
に
沸

き
立
っ
て
き
た
ら
第
２
︑
第

３
へ
と
順
に
移
し
て
さ
ら
に

煮
詰
め
る
︒
最
後
に
桶
に
あ

け
て
櫂か

い

の
よ
う
な
棒
で
撹
拌

す
る
と
︑
み
る
み
る
固
ま
っ

て
く
る
︒
火
と
湯
気
を
操
る

汗
ま
み
れ
の
労
働
か
ら
生
ま

れ
る
美
し
い
結
晶
で
あ
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

か
な
か
に
捨
て
が
た
い
︒

　

黒
糖
を
つ
く
っ
て
い
る
の

は
︑
種
子
島
北
東
部
の
太
平

洋
に
面
し
た
沖
个
浜
田
集

落
︒
か
つ
て
は
島
中
に
３
０

０
も
の
砂
糖
小
屋
（
黒
糖
の

加
工
場
）
が
あ
っ
た
そ
う
だ

が
︑
時
代
と
と
も
に
激
減
し

て
し
ま
い
︑
今
は
沖
个
浜
田

黒
糖
生
産
者
組
合
の
も
と
で

16
世
帯
に
よ
っ
て
２
か
所
だ

斜
め
に
す
る
工
夫
も
怠
ら
な

い
︒
国
か
ら﹃
本
場
の
本
物
﹄

の
認
定
を
受
け
て
い
る
の
も

当
然
だ
︒

　

黒
糖
づ
く
り
は
角
形
の
大

釜
３
つ
を
階
段
状
に
連
ね
た

小
屋
で
行
う
︒
釜
の
構
造
は

登
り
窯
に
似
て
お
り
︑
焚
き

口
か
ら
薪ま

き

の
火
が
上
へ
上
へ

と
燃
え
盛
る
仕
掛
け
だ
︒
圧

搾
機
で
搾
っ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ

❶ ×（法第44条第3号）横断歩道又は自転車横
断帯の前後の側端からそれぞれ前後に5メート
ル以内の部分は、駐停車禁止である。

❷ ×（法第38条第2項）横断歩道の手前の直前
で停止している車両等がある場合、停止してい
る車両等の側方を通過してその前方に出ようと
するときは、その前方に出る前に一時停止しな
ければならない。 

❸ ○（法第30条第3号・法第38条第3項）横断
歩道等及びその手前の側端から前に30メート
ル以内は、追越しを禁止するほか、その前方を
進行している他の車両等（軽車両を除く。）の側

方を通過してその前方に出てはならない。

❹ ○（法第38条第1項）横断歩道に接近する場
合には、当該横断歩道等を通過する際に当該
横断歩道等によりその進路の前方を横断しよう
とする歩行者又は自転車がないことが明らかな
場合を除き、当該横断歩道等の直前で停止する
ことができるような速度で進行しなければなら
ない。

❺ ○（法第38条の2）交差点又はその直近で横
断歩道の設けられていない場所において歩行
者が道路を横断しているときは、その歩行者の
通行を妨げてはならない。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①降雪時の積雪した高速道路は、視界が悪いことに加えて路
面も滑りやすくなるなど運転にとって悪条件が重なります。
そのため事故が発生しやすく、他車の起こした事故に巻き
込まれることもあります。常に前方の状況によく注意すると
ともに、スピードを抑え、前車との車間距離を十分にとって
走行しましょう。また、降雪時や積雪時には速度規制が出さ
れることがよくありますから、電光掲示板や可変速度標識な
どに目を配り、速度規制が出されている時は、必ずそれを守
って、万一の事態にも安全に対応できるようにしておきまし
ょう。
②前方に事故を発見した場合、前車の動向に目を配ることは
もちろんですが、後続車の有無もしっかり確認しましょう。後
続車が接近しているにもかかわらず、強引な進路変更をす
ると事故に繋がります。特に積雪路では停止距離が長くなり
ますから、「少々強引な進路変更しても、後続車が減速する
などして自車を先に行かせてくれるだろう」といった安易な
考え方は禁物です。積雪路では自車だけでなく、他車の停止
距離も長くなるということを忘れないようにしましょう。

③高速道路は一般道路よりも速い速度で走行していますから、
路面が積雪している場合には、特にハンドル操作には十分
な注意が必要です。急ハンドルはスリップを引き起こす大き
な要因となりますから、絶対に避けるとともに、急ハンドル
を使用しなくても済む運転を心がけることが大切です。

①前方で発生している事故に気付いて停止しようとした
前車に追突する危険があります（図１）。
②前車との追突を避けるために右側車線に進路変更す
ると、停止しようとした前車に追突したり、後続車と衝突
する危険があります（図２）。
③進路変更をする際に急ハンドルを切ると、スリップする
危険があります（図３）。

　あなたは降雪中の高速道路を走行して
います。前方にスリップ事故を起こした車
が停止しています。この場面にはどのよう
な危険がありますか。また、危険を避ける
ためにはどのような運転をすればよいで
しょうか。考えてみましょう。

　

徳
川
家
康
公
と
井
伊
直
虎
・
直
政
に
ゆ
か
り
の
﹁
出
世
の
街 

浜

松
﹂
は
今
︑
平
成
29
年
の
１
年
間
に
わ
た
っ
て
放
送
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
﹁
お
ん
な
城
主 

直
虎
﹂
の
舞
台
と
し
て
︑
全
国
か
ら

脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
る
︒
こ
れ
を
機
に
︑﹁
直
虎
ゆ
か
り
の
地
﹂
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
︑静
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
大
須
賀
正
孝
会
長
︑

﹁
お
ん
な
城
主 
直
虎
﹂
推
進
協
議
会
会
長
）
が
会
員
事
業
者
に
働

き
か
け
︑
５
社
の
ト
ラ
ッ
ク
に
フ
ル
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
︒
ト
ラ
ッ

ク
に
は
︑
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
﹁
出
世
法
師
直
虎
ち
ゃ
ん
﹂

と
﹁
出
世
大
名
家
康
く
ん
﹂
の
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る
︒
１
月

６
日
に
同
市
の
浜
松
城
公
園
駐
車
場
で
出
発
式
が
行
わ
れ
た
︒

　

こ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク

事
業
は
︑
静
岡
県
ト
協
西
部

支
部
と
北
遠
支
部
の
会
員
事

業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
り

組
み
に
︑浜
松
市
が
賛
同
し
︑

一
部
の
デ
ザ
イ
ン
や
画
像
の

提
供
等
を
行
っ
た
︒

　

車
両
の
提
供
は
︑
浜
松
市

内
の
㈱
ア
ト
ラ
ン
ス
（
渡
邉

次
彦
社
長
）︑
ウ
ェ
ル
ポ
ー
ト

㈱
（
加
藤
浩
幸
社
長
）︑
浜

松
定
温
輸
送
㈱
（
高
橋
満
敬

社
長
）︑
㈲
ハ
ロ
ー
・
テ
ン
リ

ュ
ー
（
渡
辺
昭
人
社
長
）︑

㈱
マ
ー
リ
ス
（
森
裕
社
長
）

の
５
社
︒
ま
た
︑
ラ
ッ
ピ
ン

グ
に
は
︑
同
会
員
事
業
者
で

ボ
デ
ィ
プ
リ
ン
ト
事
業
も
手

が
け
る
㈲
す
る
が
通
商
（
杉

本
貴
彦
社
長
）が
協
力
し
た
︒

　

５
台
の
う
ち
大
型
ト
ラ
ッ

ク
２
台
（
ウ
ェ
ル
ポ
ー
ト
︑

マ
ー
リ
ス
）
と
中
型
ト
ラ
ッ

ク
２
台
（
ア
ト
ラ
ン
ス
︑
浜

松
定
温
輸
送
）
の
４
台
は
︑

赤
を
基
調
に
運
転
席
側
の
片

面
に
井
伊
家
菩
提
寺
の
龍
潭

寺
（
り
ょ
う
た
ん
じ
）︑
助

手
席
側
の
片
面
に
は
浜
松
城

の
写
真
を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ

イ
ン
︒

　

残
り
１
台
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク

（
ハ
ロ
ー
・
テ
ン
リ
ュ
ー
）は
︑

他
の
ト
ラ
ッ
ク
と
デ
ザ
イ
ン

が
異
な
る
世
界
で
１
台
の﹁
純

金
ナ
オ
ト
ラ
ッ
ク
﹂
で
︑
黄

金
色
の
背
景
に
豪
華
な
蒔
絵

風
の
直
虎
ち
ゃ
ん
と
家
康
く

ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
並
ぶ
プ
レ

ミ
ア
ム
版
︒
東
名
高
速
道
路

と
新
東
名
高
速
道
路
を
使
っ

て
︑
富
士
市
と
愛
知
県
豊
田

市
の
間
を
走
行
す
る
︒

　

出
発
式
で
︑
大
須
賀
静
岡

県
ト
協
会
長
は
︑﹁
完
成
し

た
ト
ラ
ッ
ク
は
と
て
も
素
晴

ら
し
い
︒
直
虎
だ
け
で
な
く
︑

浜
松
の
魅
力
を
全
国
に
宣
伝

し
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
︒
ま
た
︑

鈴
木
康
友
浜
松
市
長
は
各
社

の
協
力
に
感
謝
し
つ
つ
︑﹁
家

康
︑
直
虎
と
出
世
の
街
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
︑
日
本
中
に

出
世
運
を
振
り
ま
い
て
ほ
し

い
﹂
と
期
待
を
寄
せ
あ
い
さ

つ
し
た
︒
ま
た
︑
協
力
運
送

会
社
を
代
表
し
て
ウ
ェ
ル
ポ

ー
ト
の
加
藤
社
長
が
︑
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
の
愛
称
が

直
虎
と
ト
ラ
ッ
ク
を
も
じ
っ
た

﹁
ナ
オ
ト
ラ
ッ
ク
﹂
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
触
れ
︑﹁
井

伊
直
虎
っ
く
﹂
の
プ
レ
ー
ト

を
示
し
会
場
を
沸
か
せ
た
︒

　

式
典
の
最
後
に
は
︑﹁
純

金
ナ
オ
ト
ラ
ッ
ク
﹂
に
乗
務

す
る
ト
ラ
ガ
ー
ル
・
宮
沢
し

げ
美
さ
ん
が
︑﹁
ナ
オ
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
務
で
き
る
こ
と
は
誇

り
︒
ト
ラ
ガ
ー
ル
と
し
て
安

全
運
転
に
努
め
︑
浜
松
市
の

Ｐ
Ｒ
に
役
立
ち
た
い
﹂
と
︑

出
発
式
に
あ
た
り
決
意
を
語

っ
た
︒

　

式
典
後
︑
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト

ラ
ッ
ク
５
台
は
︑
浜
松
城
公

園
駐
車
場
か
ら
静
岡
県
警
浜

松
中
央
署
の
白
バ
イ
と
パ
ト

カ
ー
の
先
導
で
華
々
し
く
出

発
︒
式
典
に
出
席
し
た
関
係

者
や
観
光
客
ら
は
︑
直
虎
ち

ゃ
ん
と
家
康
く
ん
と
と
も
に

手
を
振
っ
て
見
送
っ
た
︒

　

浜
松
市
は
︑﹁
昨
年
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
で
優

勝
し
た
﹃
出
世
大
名
家
康
く

ん
﹄
の
ち
ょ
ん
ま
げ
に
宿
る

出
世
運
と
︑﹃
出
世
法
師
直

虎
ち
ゃ
ん
﹄
が
も
つ
﹃
う
な

ぎ
の
思
い
槍
﹄
が
開
運
の
気

を
振
り
ま
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
に

出
会
え
た
皆
様
に
幸
運
を
授

け
ま
す
﹂と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
︒

街で見かけた

新春特別編

「出世の街・直虎ゆかりの地 浜松」ラッピングトラック
（静岡県浜松市　㈱アトランス、ウェルポート㈱、浜松定温輸送㈱、㈲ハロー・テンリュー、㈱マーリス）

①

②

④③

①
ト
ラ
ッ
ク
左
側
面
に
は
、
浜
松
城
を
デ
ザ
イ
ン
、
②
運
転
席
側
の
側
面
に
は
、
井
伊
家
菩
提
寺
の
龍
潭
寺
庭
園
、
③
出

発
式
に
は
、﹁
出
世
大
名
家
康
く
ん
﹂、﹁
出
世
法
師
直
虎
ち
ゃ
ん
﹂
も
駆
け
つ
け
た
、
④
ト
ラ
ッ
ク
背
面
は
、
５
台
と
も
共

通
の
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る

世界で１台となる「純金ナオトラック」㊤
「井伊直虎っく」と愛称をアピールするウェルポートの加藤社長と協力企業代表者ら㊦
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▼
出
勤
の
早

朝
︑
最
寄
り

駅
に
行
く
道
筋

に
Ｒ
＆
Ｂ
ホ
テ

ル
が
あ
り
︑
い

つ
も
の
よ
う
に
初
老
の
男
性
が
入
口
付
近
に
立

っ
て
い
ま
す
︒
▼
そ
の
男
性
と
会
釈
を
交
わ
す

よ
う
に
な
っ
た
の
は
︑
い
つ
頃
か
ら
だ
っ
た
の

か
︒
多
分
︑
今
頃
冬
の
時
期
だ
と
思
い
ま
す
︒

男
性
が
︑﹁
自
転
車
寒
く
て
大
変
だ
ね
！
﹂
と

話
し
か
け
︑
私
は
男
性
に
﹁
駅
に
着
く
頃
に
は

温
か
い
で
す
よ
！
﹂
と
交
わ
す
会
話
は
一
言
︒

▼
お
互
い
の
素
性
は
一
切
知
ら
な
く
と
も
︑
こ

れ
も
一
つ
の
出
会
い
か
な
と
︒
ま
だ
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
︑
矍
鑠
（
か
く
し
ゃ
く
）
と

し
て
い
ま
す
︒
早
朝
か
ら
お
互
い
を
気
遣
う
会

話
は
︑
寒
気
の
心
を
ほ
ぐ
し
気
持
ち
い
い
で

す
︒
何
日
も
お
目
に
か
か
ら
な
い
と
﹁
ど
う
し

た
の
か
な
？
﹂
と
心
配
し
て
し
ま
い
ま
す
︒
▼

先
頃
︑
日
本
老
年
学
会
が
高
齢
者
の
定
義
を

﹁
現
在
の
65
歳
か
ら
75
歳
と
す
べ
き
﹂
と
提

言
し
て
い
ま
す
︒
１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年
と

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
の
平
均
年
齢
を
比
較

す
る
と
︑
男
性
は
63
・
６
歳
↓
80
・
８
歳
︑

女
性
は
67
・
５
歳
↓
87
・
１
歳
と
︑
約
20
歳

近
く
寿
命
が
延
び
て
い
ま
す
︒
こ
れ
ら
を
鑑

み
︑
同
学
会
は
提
言
の
中
で
仕
事
の
継
続
︑

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
社
会
へ
の
積
極
的
な
参

加
を
促
し
て
い
ま
す
︒
▼
﹁
お
爺
ち
ゃ
ん
﹂﹁
お

婆
ち
ゃ
ん
﹂
の
聖
地
で
有
名
な
東
京
・
巣
鴨
の

高
岩
寺
は
︑
通
称
﹁
と
げ
ぬ
き
地
蔵
﹂
と
呼

ば
れ
︑
延
命
地
蔵
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
﹁
老

老
男
女
﹂
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
︒
商
店
街
の
塩

大
福
︑
地
蔵
煎
餅
は
な
か
な
か
で
す
︒
▼
と

げ
ぬ
き
地
蔵
を
訪
れ
た
参
拝
客
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
︑﹁
50
代
は
ま
だ
ま
だ
青
二
才
﹂
と
︑

現
在
70
代
の
か
つ
て
の
青
年
は
バ
ッ
サ
リ
と
切

り
捨
て
ま
し
た
︒﹁
意
気
軒
昂
﹂︑
そ
し
て
﹁
元

気
溌
剌
﹂︒
本
当
に
凄
い
の
一
言
で
す
︒
い
ず

れ
私
も
そ
の
年
代
に
仲
間
入
り
す
る
の
で
す

が
︑
果
た
し
て
元
気
も
り
も
り
の
状
態
で
い
ら

れ
る
か
︒
今
か
ら
身
体
を
労
り
︑
そ
の
時
に
備

え
な
け
れ
ば
手
強
い
彼
ら
の
仲
間
入
り
は
で
き

ま
せ
ん
︒
▼
自
治
体
主
催
の
各
種
講
座
や
民

間
主
催
の
教
養
講
座
に
は
︑
比
較
的
時
間
に

制
約
の
な
い
高
齢
の
男
女
が
集
っ
て
い
ま
す
︒

あ
る
時
︑
地
元
自
治
体
の
広
報
紙
を
見
て
﹁
脚

本
を
学
ぶ
講
座
﹂
へ
体
験
入
学
し
ま
し
た
が
︑

会
場
は
予
想
を
上
回
る
盛
況
で
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
︒
▼
無
名
の
作
家
が
栄
え
あ
る

文
学
賞
な
ど
を
受
賞
す
る
と
︑
途
端
に
受
講

者
が
増
え
る
そ
う
で
す
︒
そ
の
た
め
か
ど
う
か

受
講
者
の
皆
さ
ん
は
︑﹁
真
剣
﹂﹁
全
力
﹂
の

２
文
字
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
︒
趣
味
の
域

を
超
え
た
︑
そ
の
教
室
の
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
雰

囲
気
は
︑
自
然
と
情
熱
を
掻
き
立
て
る
も
の

が
あ
り
︑
私
も
そ
の
講
座
に
入
ろ
う
か
な
と
思

っ
た
く
ら
い
で
す
︒
そ
こ
で
ま
た
新
た
な
友
人

が
で
き
て
思
わ
ぬ
教
え
を
乞
う
こ
と
に
な
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒
▼
﹁
オ
ギ
ャ
ア
﹂
と
産
ま

れ
︑
蝋
燭
が
燃
え
尽
き
る
ま
で
の
人
生
は
︑

振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間
で
し
ょ
う
︒
そ
の

半
面
で
︑
多
く
の
知
己
を
得
て
喜
び
や
哀
し
み

を
分
か
ち
合
え
る
人
生
は
︑
何
と
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
し
ょ
う
︒
▼
正
月
に
参
拝
し
た
東
京
・

葛
飾
柴
又
の
題
経
寺
︒﹁
柴
又
帝
釈
天
﹂
で
親

し
ま
れ
︑
下
町
情
緒
溢
れ
る
参
道
に
は
多
数

の
外
国
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
︒
独
特
の
台

詞
回
し
の
御
前
様
・
笠
智
衆
が
境
内
の
銀
杏

の
枯
葉
を
掃
い
て
空
を
見
上
げ
︑
浮
き
草
の
よ

う
な
寅
さ
ん
を
心
配
し
て
い
る
時
︑
お
馴
染
み

の
団
子
屋
の
前
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
久
し

ぶ
り
の
実
家
に
入
り
づ
ら
く
︑
右
往
左
往
し
て

い
る
車
寅
次
郎
の
は
に
か
ん
だ
顔
︒﹁
自
由
気

ま
ま
で
い
い
な
あ
﹂
と
︑
寅
さ
ん
の
気
持
ち
に

は
共
鳴
す
る
点
が
多
々
あ
り
ま
す
︒
▼
山
田

洋
次
監
督
が
︑
寅
さ
ん
の
故
郷
を
設
定
す
る

た
め
全
国
を
見
て
回
っ
た
と
こ
ろ
︑
決
め
手
が

な
く
悩
ん
で
い
た
際
に
作
家
の
早
乙
女
勝
元

氏
宅
を
訪
れ
︑
近
所
に
あ
っ
た
帝
釈
天
に
案
内

さ
れ
﹁
こ
こ
だ
！
﹂
と
強
く
魅
せ
ら
れ
︑﹁
渥

美
さ
ん
が
今
に
も
出
て
来
そ
う
だ
﹂
と
言
っ
た

の
は
有
名
な
話
で
す
︒
映
画
で
見
慣
れ
た
そ
ん

な
光
景
が
目
に
浮
か
び
︑
そ
こ
に
は
ゆ
っ
た
り

と
し
た
空
気
が
流
れ
て
い
ま
し
た
︒
▼
故
郷
の

風
︑
故
郷
の
味
は
時
が
経
過
し
て
も
何
も
変
わ

っ
て
い
な
い
の
で
す
︒
空
を
行
く
雲
︑
川
を
流

れ
る
水
︑﹁
行
雲
流
水
﹂
の
よ
う
に
自
然
体
で

物
事
に
接
す
れ
ば
自
ず
と
道
は
開
け
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
︒
幸
運
の
度
合
い
は
人
そ
れ
ぞ

れ
︑
千
差
万
別
で
す
が
︑
煩
悩
を
消
滅
さ
せ

る
数
珠
玉
の
よ
う
に
︑
幸
が
幾
重
に
も
連
鎖

し
繋
が
り
続
け
る
一
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り

し
ま
す
！ 

（
山
崎
薫
）
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トラガールファイル

　トラック運送業界で様々な仕
事に携わる女性をとりあげるこの
コーナー。12 回目となる今回は、
「3トン車ドライバー（給食輸
送）」のお仕事です。㈲ドリーム
コーポレーション（福岡県北九
州市）で冷凍・冷蔵車に乗務
する高田未央さんが登場します。

第１2 回 「3トン車ドライバー（給食輸送）」高田 未央さん（㈲ドリームコーポレーション・福岡県）

6:00
　誰よりも早く出社。トラックの冷凍庫に入れるドライアイス
を、チームの人数分準備する（写真①）。点呼とアルコー
ルチェックを終え、他のメンバー一人ひとりに声をかけて健
康状態や、その日の輸送ルートなどを確認（写真②）。

6:30
　北九州市内にある冷凍倉庫に向け、会社を出発（写真③）。

6:50
　冷凍倉庫に到着。メンバーと協力しながら冷凍食品を
積み込んでいく。他のメンバーのトラックへの積み忘れがな
いかどうかを確認するのも、彼女の仕事（写真④⑤）。

7:50
　小学校に向けて出発（写真⑥）。小学生の登校のタイミ
ングと重なるため、通学路を走行する際には細心の注意が
必要だ。事故防止の観点から、時間が指定されている学
校も少なくない。

8:30
　１か所目の小学校に到着。学校の調理師と協力しなが
ら、手早く食材を引き渡していく（写真⑦⑧）。

9:55
　午前中は９か所の小中学校をまわり、配送を行う。学校
までの道のりには狭い生活道路の区間が数多く存在するた
め、運転には細心の注意が求められる（写真⑨）。

10:15
　午前中の配送を終え、一旦帰社。社内に設置されたイ
ンタンクで給油を行う（写真⑩）。

11:30
　会社近くの調理センターへ。調理済みの給食を積み込
み、お昼のタイミングに合わせて中学校に配送する。

12:30
　会社に戻って昼食休憩。ランチタイムには他の女性社員
との会話を楽しむ（写真⑪）。

14:00
　再び中学校へ（写真⑫）。給食搬入時に使用したコン
テナなどを搬出する。

15:00
　帰社。明日早朝からの配送に備え、冷蔵・冷凍の必要
のない加工食品や調味料などを積み込んでおく。

16:00
　1日の仕事を終え、退社する。

高田さんのある１日の仕事の流れ

入社 19 年、年上の後輩達を支える　
部門リーダーとしても日々活躍

・小学校の給食に使う食料品（生鮮品以外）や冷凍食品、調
味料などを輸送するほか、調理センターで作られた給食を、調
理室のない中学校まで輸送する仕事を担当。以前は宅配の仕
事もしていたが、現在は給食輸送が彼女の業務の中心になって
いる。

・同社に入社して19 年。業容拡大に伴って社員数も増加したた
め、現在では給食輸送部門のリーダーとしても活躍する。同部
門のメンバーは彼女よりも年上ばかりだが、積み込みの際にはメ
ンバーに対して的確に指示を出すなど、存在感は十分。

・趣味は音楽鑑賞。中でも「ゆず」や「SEKAI�NO�OWARI」
が好きで、休みの日にはよくライブに行き、大いに盛り上がるの
が楽しみだ。

 担当業務：給食輸送
 勤続年数： 19 年
 取得資格：�普通自動車免許、運行管

理者基礎講習修了

子どもたちが楽しみにしている給食。衛生管理に最大限の注意
安全運転をモットーに「事故なく、トラブルのない」毎日を

インタビュー

高田さんはこんな人！
　高田さんは私よりも年下で
すが、とても頼りがいがあり、
仕事をするたびに「高田さん
がいないと仕事が成り立たな
い」と感じています。
　高田さんと仕事をさせてい
ただくようになって 5 年半ほ
ど経ちました。今はざっくばら
んに高田さんに接することが
できるようになりましたが、初めは厳しく指導されまし
た。振り返ると、入社したてのまだ何も知らなかった
私に、トラックドライバーとしての仕事の厳しさを真剣
に教えてくださっていたのだなと感じています。
　仕事以外では、好きなアーティストが出演する夏
フェスや、大阪のユニバーサル・スタジオ・ジャパン
（USJ）に一緒に行きました。USJ では、いつもト
ラックを「颯爽と」運転している高田さんが、アトラ
クションに乗って「怖い」と怯えていたりするので、
そのギャップに「かわいいな」と感じました。
　当社は 65 歳定年制を採用しています。私もがん
ばって 65 歳まで働こうと思っていますので、高田さ
んにはその時まで私たちのリーダーでいてほしいと思
います ！　 （金本幸恵さん）

◉ドライバーのお仕事に関して、どのようなと
ころに魅力を感じていますか？
　ドライバーという仕事は一人になる時間が長いた
め、気分的に楽ですね。配送の際には、お気に
入りのFMラジオ番組や、好きなアーティストの音
楽を楽しみながら、気分を上げています。
　いつも朝 4 時に起床して夜明け前に出勤し、午
前中から午後にかけて配送を行い、夕方に1日の
仕事を終えます。しかし、1日がとても短く感じ、
充実した毎日を送ることができていると思います。
翌日の仕事に備えて、21 時には眠りにつくようにし
ており、健康的な生活を送っています。

◉普段のお仕事の中で、特に注意されている
ことはありますか？
　学校の給食室まで給食を運ぶ際に、子どもたち
が多い学校の中にトラックを乗り入れることがありま
す。予期しない子どもたちのちょっとした動きが事
故に繋がりかねないため、子どもたちの動きには特
に気を配っています。
　また、給食を輸送するという仕事柄、衛生管理
には最大限の注意を払っています。こまめに手洗
いをしたり、アルコール消毒を行うなど、毎日清潔
感を保つようにしています。

◉最後に、将来の夢を教えてください。
　この仕事はとても魅力のある仕事なので、できる
限り長くドライバーとして携わっていけたらいいなと
思います。そのためには、日々の仕事にしっかりと
取り組むことが大切です。事故なく、トラブルのな
い毎日を積み重ねていきたいと思います。

高田さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に 1日密着させていただきました。

井上　直
代表取締役

有限会社ドリームコーポレーション
［代表取締役　井上　直］

本社所在地� 福岡県北九州市八幡西区夕原町 5-5
資本金� 1,000 万円
設立� 平成 8 年 5月
従業員数� 20 人（うち女性４人）
車両数� 16 台

食材に親しみのある女性が活躍する職場
彼女の持ち前の明るさでチームをまとめる

井上社長に
訊く！

　現在、当社の女性社員の数は4人ですが、かつては女性社員の割合が全
社員の半分を占めていたこともありました。当社では、女性にとって働きやすい
職場環境づくりを推進してきたということは別段ありませんが、給食輸送の仕事
では、150アイテム近くにも及ぶ様 な々種類の食材や調味料などを運ぶ必要が
あるため、料理などを通じてそれらをよく使い、慣れ親しんでいる女性の方が、食材などを
早く覚えてもらえるという利点があります。
　高田さんには、給食輸送部門のリーダーを担当してもらっています。同部門には男性 12
人、女性 4人が所属していますが、彼女
よりも年上の社員がほとんどです。しかしな
がら、会社での経験年数は高田さんが最も

長く、彼女の持ち前の前向きさもあって、安心して仕事を任せることが
できます。女性ならではの細やかな気配りができるところと、明るい性格
でチームをまとめ上げ、チームのムードメーカーになっているところが、彼
女の強みであり大きな魅力だと感じています。

高
た か だ

田 未
み お

央さん

⑥

②

③

①

④ ⑤

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫

金本幸恵さん


